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予算審査特別委員会 
 

令和６年３月７日午前９時から第１会議室で開かれた。 

 

１．出席委員 

   ◎齋藤 文夫      ○小城 世督      溝部真紀子 

    伴  吉晴       井上 卓也      木澤 正男 

    奥村 容子 

中 川 議 長  

 

２．理事者出席者     

町     長  中西 和夫    副 町 長  加藤 惠三 

教 育 長  山本 雅章    総 務 部 長  西巻 昭男 

総 務 課 長  松岡 洋右    同 課 長 補 佐  大塚 美季 

同  係  長  東條  薫    安全安心課長  曽谷 博一      

政策財政課長  真弓  啓    同 課 長 補 佐  関元 佑治    

税 務 課 長  福田 善行    同 課 長 補 佐  田本奈津子    

同 課 長 補 佐  竹山  潔    住民生活部長  栗本 公生 

住民生活部次長  北  典子    福 祉 課 長  中原  潤    

同 課 長 補 佐  羽根田久枝    同 課 長 補 佐  細川 友希    

子育て支援課長  中尾 歩美    同 課 長 補 佐  上山 泰史    

同 課 長 補 佐  藤井 真美    健康対策課長補佐  徳田 貴世    

健康対策課長補佐  田口三十士    国保医療課長  猪川 恭弘    

環境対策課長  東浦 寿也    同 課 長 補 佐  乾  裕貴    

同 課 長 補 佐  三原 進也    住 民 課 長  峯川 敏明    

同 課 長 補 佐  石本 清里    都市建設部長  上田 俊雄     

会 計 管 理 者  安藤 晴康    教 育 次 長  本庄 徳光 

 

３．会議の書記 

議会事務局長         佐谷 容子     同  係  長  吉川 也子 

 

４．審査事項      別紙のとおり 
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町 長 

開会（午前９時） 

署名委員  溝部委員、小城委員 

 

 おはようございます。 

本日、予算審査特別委員会を開催しましたところ、委員の皆さまにはご出席

いただき、ありがとうございます。 

ただいまから、本会議から付託を受けました、議案第２２号 令和６年度斑

鳩町一般会計予算について、ほか５件の予算審査を行っていただきますが、会

議に先立ちまして、本委員会の正副委員長を互選いただきますため、暫時休憩

します。 

 

（ 午前９時００分 休憩 ） 

（ 午前９時００分 再開 ） 

 

再開します。 

休憩中に互選いただきました結果、委員長に齋藤委員、副委員長に小城委員

が互選されました。お二人にはよろしくお願いします。 

それでは齋藤委員に委員長席にお着きいただきます。 

暫時休憩します。 

 

（ 午前９時０１分 休憩 ） 

（ 午前９時０１分 再開 ） 

 

再開します。 

皆さんのご推挙によりまして、予算審査特別委員会委員長を務めさせていた

だきます。副委員長とともに委員会運営にあたらせていただきますので、委員

皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、本日の会議を開きます。 

はじめに、町長の挨拶をお受けします。 中西町長。 

 

（ 町長挨拶 ） 
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最初に、本委員会の会議録署名委員を私から指名します。 

署名委員に、溝部委員、小城委員のお二人を指名します。お二人には、よろ

しくお願いします。 

それでは、本会議から付託を受けました、議案第２２号 令和６年度斑鳩町

一般会計予算について、議案第２３号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特

別会計予算について、議案第２４号 令和６年度斑鳩町介護保険事業特別会計

予算について、議案第２５号 令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算

について、議案第２６号 令和６年度斑鳩町水道事業会計予算について、議案

第２７号 令和６年度斑鳩町下水道事業会計予算について、以上、６議案を一

括議題とします。 

初めに、審査の方法についてお諮りします。事前にお配りしております「令

和６年３月定例会 予算審査特別委員会 進行予定表」をご覧いただきたいと

思います。 

最初に、一般会計予算総括及び歳入全般について総務部長から説明を受けま

す。質疑は、別途、総務費にかかる予算審査において受けることとし、質疑内

容により回答は担当各部でお願いします。 

その後、各部ごとに、一般会計、特別会計、事業会計について、審査を行

い、一般会計の款ごと、また、特別会計、事業会計ごとにそれぞれ所管部長か

ら説明を受けたのち、それぞれ質疑を行い、すべての質疑の終了後、各会計予

算について表決を行います。 

以上、申しあげましたとおり審査を進めてまいりたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、そのように進めてまいりますので、議事進行につきましてご協力

くださいますよう、お願いします。 

なお、理事者の皆さんの説明については、長時間にわたるものもありますの

で、着席のまま説明していただいて結構です。 
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それでは、一般会計予算総括と歳入全般について、説明を求めます。 

西巻総務部長。 

 

おはようございます。 

それでは、議案第２２号 令和６年度斑鳩町一般会計予算について、ご説明

します。はじめに、議案書を朗読します。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

失礼して、着席にてご説明をさせていただきます。 

説明に際して用います資料は、令和６年度 斑鳩町一般会計予算書、そして

資料２３の、令和６年度 予算関係参考資料となります。よろしくお願いしま

す。 

それでは、令和６年度斑鳩町一般会計予算書の１ページをお願いします。 

はじめに、令和６年度斑鳩町一般会計予算の予算総則について、朗読しま

す。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

次に、予算総則に定めました、債務負担行為及び地方債の内容について、ご

説明します。 

予算書の７ページをご覧ください。はじめに、第２表 債務負担行為です。 

債務負担行為の予算を設定している事項は、８つとなっています。 

ひとつ目は、自治体情報システム標準化・共通化対応業務委託契約です。期

間を令和７年度として、限度額を１億１，６８４万１千円としています。 

二つ目は、第５次斑鳩町総合計画後期基本計画策定業務委託契約です。期間

を令和７年度として、限度額を６３０万円としています。 

三つ目は、第４次斑鳩町男女共同参画推進計画策定業務委託契約です。期間

を令和７年度として、限度額を２５０万円としています。 

四つ目は、固定資産税路線価評価業務委託契約です。期間を令和７年度から

令和８年度までとして、限度額を１，０２３万円としています。 
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五つ目は、戸籍総合システム標準化・共通化対応業務委託契約です。期間を

令和７年度として、限度額を１，９１６万２千円としています。 

六つ目は、ごみ収集車更新事業です。期間を令和６年度から令和７年度まで

として、限度額を９９０万円としています。 

七つ目は、法隆寺駅南側周辺等まちづくり基本計画策定業務委託契約です。

期間を令和７年度から令和８年度までとして、限度額を２，５００万円として

います。 

八つ目は、学校施設適正規模等基本構想（案）策定業務委託契約です。期間

を令和７年度として、限度額を５００万円としています。 

８ページをご覧ください。次に、第３表 地方債です。 

はじめに、起債の方法等でございますが、起債の方法、利率及び償還の方法

は、記載のとおりとさせていただいております。 

それでは、それぞれの町債の内容についてご説明します。予算書の４８ペー

ジと４９ページをお願いします。 

はじめに、第１目 総務債です。第１節 公共施設等照明設備改修事業債

で、公共施設等照明設備のＬＥＤ化改修に係る町債７，７６０万円を計上して

います。この町債は、避難所となっている施設は、起債充当率１００％、交付

税措置率７０％の緊急防災・減災事業債を、その他の施設は、起債充当率９

０％、交付税措置率約４４％の脱炭素化推進事業債を活用します。 

次に、第２目 衛生債です。第１節 ごみ収集車整備事業債で、ごみ収集車

の整備に係る町債６８０万円を計上しています。 

この町債は、起債充当率７５％の一般廃棄物処理事業債を活用します。 

次に、第３目 農林水産業債です。第１節 土地改良事業債で、農道の整備

や桜池の耐震化整備に係る町債９２０万円を計上しています。この町債は、起

債充当率９０％の地方道路等整備事業債、及び起債充当率９０％、交付税措置

率約５０％の公共事業等債を活用します。第２節 農業水利施設整備事業債で

は、三室井堰の整備に係る町債４０万円を計上しています。この町債は、起債

充当率９０％、交付税措置率約２２％の公共事業等債を活用します。 

次に、第４目 土木債です。第１節 道路新設改良事業債で、道路整備に係

る町債６，５９０万円を計上しています。この町債は、起債充当率９０％の地

方道路等整備事業債、及び起債充当率９０％、交付税措置率約２２％の公共事



 - 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業等債を活用します。 

５０ページと５１ページをお願いします。第２節 道路橋りょう環境整備事

業債では、道路維持工事に係る町債１，８８０万円を計上しています。この町

債は、起債充当率９０％、交付税措置率約４４％の公共施設等適正管理推進事

業債、及び起債充当率９０％、交付税措置率約２２％の公共事業等債を活用し

ます。第３節 流域対策施設整備事業債では、浸水常襲地域における内水対策

施設の整備に係る町債２８０万円を計上しています。 

この町債は、起債充当率９０％、交付税措置率約２２％の公共事業等債を活

用します。 

次に、第５目 消防債です。第１節 防災基盤整備事業債で、消防ポンプ車

の更新に係る町債２，９４０万円を計上しています。この町債は、起債充当率

１００％、交付税措置率７０％の緊急防災・減災事業債を活用します。 

次に、第６目 教育債です。第１節 西幼稚園除却事業債で、解体撤去工事

に係る町債３，９６０万円を計上しています。この町債は、起債充当率９０％

の公共施設等適正管理推進事業債を活用します。第２節 図書館空調設備改修

事業債では、空調設備の改修に係る町債９５０万円を計上しています。この町

債は、起債充当率７５％の一般単独事業債を活用します。 

第３節 中央体育館空調設備整備事業債では、空調設備の整備に係る町債３

億２，３２０万円を計上しています。この町債は、起債充当率１００％、交付

税措置率７０％の緊急防災・減災事業債を活用します。 

最後に、第７目 臨時財政対策債です。引き続き地方財源の不足に対処する

ため、地方財政法第５条の特例として発行される臨時財政対策債２，３１０万

円を計上しています。この町債は、元利償還相当額に対して、その全額が交付

税措置されることとなっています。 

これら町債の総額は６億６３０万円となり、前年度と比較して２億２，６４

０万円の減となっています。 

予算書の１８８ページをお願いします。町債残高の見込みですが、令和６年

度末の一般会計における町債残高見込額は、下から４行目の合計Ａ欄の右端で

すが６８億４，４３２万３千円となる見込みです。上水道事業、下水道事業を

合わせた残高合計は、一番右下ですが１５９億８，９０９万８千円となる見込

みです。 
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続きまして、歳出予算に係る総括説明を申しあげます。歳出予算の各科目の

詳細については、後ほど、各担当部長等からご説明させていただきます。 

私の方からは、簡単に、歳出予算の目的別に沿って、前年度比較で、予算額

が大きく増減した科目、そして性質別の主な増減についてご説明します。 

それでは、令和６年度 予算関係参考資料の３ページをお願いします。 

はじめに、歳出予算の目的別で、予算額が大きく増額した科目は、第９款 

教育費が、中央体育館の空調設備整備に要する費用の増額により、前年度と比

較して２億４，８０９万９千円、１９．８％の増となっています。新年度は１

５億２７万７千円を計上しています。 

次に、第３款 民生費が、私立保育所や認定こども園の運営、そして障害福

祉などに係る扶助費の増額により、前年度と比較して８，２９６万２千円、

１．９％の増となっています。新年度は４４億８，３８５万８千円を計上して

います。 

次に、第４款 衛生費が、出産・子育て応援給付金やごみ収集車の更新に要

する費用の増額により、前年度と比較して３，４５０万９千円、３．５％の増

となっています。新年度は１０億１，３３５万７千円を計上しています。 

一方、予算額が大きく減額した科目は、第８款 消防費が、デジタル防災行

政無線の戸別受信機配布に要した費用の減額により、前年度と比較して１億

８，１２８万４千円の減となっています。新年度は、４億２１８万５千円を計

上しています。 

次に、第２款 総務費が、地域交流館の整備やいかるがホールなどの照明設

備ＬＥＤ化に要した費用の減額により、前年度と比較して１億６，０８７万

円、１２．２％の減となっています。新年度は１１億５，４３３万２千円を計

上しています。 

次に、第７款 土木費が、平成緊急内水対策事業や町営住宅長田団地の長寿

命化改修に要した費用の減額により、前年度と比較して１億８９６万２千円、

１１．３％の減となっています。新年度は８億５，２２０万５千円を計上して

います。 

続きまして、歳出予算の性質別の状況について、ご説明します。同じ資料の

６ページをお願いします。一般会計性質別明細書に基づき、前年度の当初予算

額との比較でご説明をさせていただきます。 
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はじめに、④の義務的経費は５２億１，３６７万３千円となっています。 

公債費が減額となるものの、私立保育所等や認定こども園、障害福祉などに

係る扶助費、そして、令和５年度人事院勧告に伴い人件費が増額となることか

ら、前年度と比較して４億４，００５万５千円、９．２％の増となっていま

す。 

次に、⑨の経常的経費は４２億６，２１４万３千円となっています。自治体

情報システムの標準化・共通化等の対応に必要な物件費や、私立保育所運営費

補助金の増などによる補助費等が増額となるものの、下水道事業会計への支援

に係る費用の一部について、支出科目を負担金補助及び交付金から投資及び出

資金に変更したことに伴い、性質区分が繰出金から投資及び出資金に変更とな

ることから、前年度と比較して３億７４７万円、６．７％の減となっていま

す。 

次に、⑬の臨時的経費は４億１，１７０万６千円となっています。先ほど申

しあげた下水道事業の性質区分の変更に伴い、前年度と比較して３億７，４０

５万円の大幅な増となっています。 

次に、⑰の投資的経費は７億３，２４７万８千円となっています。中央体育

館空調設備の整備は増額となるものの、デジタル防災行政無線戸別受信機、認

定こども園や地域交流館の整備が完了、公共施設等照明設備のＬＥＤ化が減額

となることから、前年度と比較して６億１，６６３万５千円の大幅な減となっ

ています。 

以上で、歳出予算に係る総括説明とさせていただきます。 

続きまして、歳入予算の内容について、ご説明を申しあげます。予算書の９

ページをお願いします。 

はじめに、第１款 町税では３０億５７４万円を計上しています。前年度と

比較して１億４０万円の減となっています。 

それでは、税目ごとにご説明します。１２ページと１３ページをお願いしま

す。第１項 町民税では１４億３，３９０万円を計上しています。給与所得の

増加が見込まれるものの、定額減税が実施されること等により、前年度と比較

して９，９１０万円、６．５％の減となっています。なお、定額減税による減

収分は、その全額を地方特例交付金で補てんされることなっています。 

第２項 固定資産税では１２億３，００４万円を計上しています。評価替え



 - 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に伴い、土地はやや増収となるものの、償却資産の減収等により、前年度と比

較して５５０万円、０．４％の減となっています。 

１４ページと１５ページにかけまして、第３項 軽自動車税では６，９１０

万円を計上しています。軽四乗用自動車の登録台数の増加等により、前年度と

比較して１５０万円、２．２％の増となっています。第４項 たばこ税では１

億３，７００万円を計上しています。前年度の当初見込みと比較して、販売本

数が増加していることから、前年度と比較して２１０万円、１．６％の増とな

っています。第５項 都市計画税では１億３，５７０万円を計上しています。

評価替えに伴う土地の増収等により、前年度と比較して６０万円、０．４％の

増となっています。 

次に、各種交付金についてです。地方譲与税をはじめ、各種交付金は、国の

地方財政見通し、県からの提供資料等をもとに見積りをしております。 

１４ページと１５ページをお願いします。第２款 地方譲与税は、第１項 

地方揮発油譲与税で１，４３０万円を計上しています。前年度と比較して、２

０万円の減額となっています。 

１６ページと１７ページをお願いします。第２項 自動車重量譲与税では、

４，６２０万円を計上しています。前年度と比較して４４０万円の増となって

います。第３項 森林環境譲与税では３４０万円を計上しています。前年度と

比較して３５万円の増となっています。 

次に、第３款 利子割交付金は１７０万円を計上しています。前年度と比較

して１０万円の減となっています。 

次に、第４款 配当割交付金は４，４１０円を計上しています。前年度と比

較して６５０万円の減となっています。 

次に、第５款 株式等譲渡所得割交付金は４，６２０万円を計上していま

す。前年度と比較して１，３６０万円の増となっています。 

１８ページと１９ページをお願いします。第６款 法人事業税交付金は１，

８４０万円を計上しています。前年度と比較して４２０万円の増となっていま

す。 

次に、第７款 地方消費税交付金は５億４，４５０万円を計上しています。

前年度と比較して１，７５０万円の減となっています。地方消費税交付金で２

億２，０６０万円を、地方消費税社会保障財源交付金では３億２，３９０万円
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を計上しています。 

次に、第８款 ゴルフ場利用税交付金は１，９９０万円を計上しています。

前年度と比較して６０万円の減となっています。 

次に、第９款 自動車税環境性能割交付金は１，０４０万円を計上していま

す。前年度と比較して４４０万円の増となっています。 

２０ページと２１ページをお願いします。第１０款 地方特例交付金は、第

１項 地方特例交付金で１億５，９７０万円を計上しています。個人住民税の

定額減税による減収が補てんされることから、前年度と比較して１億２，０１

０万円の増となっています。第２項 新型コロナウイルス感染症対策地方税減

収補てん特別交付金では４万８千円を計上しています。前年度と比較して５７

万９千円の減となっています。 

次に、第１１款 地方交付税は３２億５千万円を計上しています。前年度と

比較して１億４，６００万円の増となっています。普通交付税で２８億９千万

円を、特別交付税では３億６千万円を計上しています。 

次に、第１２款 交通安全対策特別交付金は２９０万円を計上しています。

前年度と比較して２０万円の減となっています。 

９ページにお戻りいただけますでしょうか。中ほどやや下あたりの第１３款 

分担金及び負担金です。新年度は７，４１５万６千円を計上しています。前年

度と比較して８１３万５千円の減となっています。その内容は、２２ページか

ら２３ページにかけて、記載しているとおりでございます。 

次に、第１４款 使用料及び手数料は１億５，７５７万８千円を計上してい

ます。前年度と比較して４３１万円の減となっています。その内容は、２２ペ

ージから２９ページにかけて、記載しております。 

次に、第１５款 国庫支出金は１２億７，８６２万５千円を計上していま

す。私立保育所や認定こども園の運営に係る国庫負担金などが増額となるもの

の、認定こども園施設整備に係る国庫補助金が皆減となることから、前年度と

比較して２億３，９７３万円の減となっています。その内容は、２８ページか

ら３５ページにかけて、記載しております。 

次に、第１６款 県支出金は８億６，１２２万８千円を計上しています。 

農業次世代人材投資事業に係る県補助金などが減額となるものの、国庫支出

金と同様に、私立保育所や認定こども園の運営に係る県負担金が増額となるこ
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委員長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

とから、前年度と比較して１億８８０万３千円の増となっています。その内容

は、３４ページから４１ページにかけて、記載しております。 

次に、第１７款 財産収入は２，３８０万２千円を計上しています。前年度

と比較して８３８万４千円の減となっています。その内容は、４０ページから

４３ページにかけて、記載しております。 

次に、第１８款 寄附金は、前年度と同額の１，５００万円を計上していま

す。 

次に、第１９款 繰入金は１億５，２５２万１千円を計上しています。前年

度と比較して２，２０１万１千円の増となっています。新年度は、財政調整基

金繰入金で、町単独土地改良事業や道路整備工事等の普通建設事業に要する費

用に対応するために、７千万円を計上しております。 

次に、第２０款 繰越金は、令和５年度予算執行を見るなかで１億５千万円

を計上しています。 

次に、第２１款 諸収入は１億８，３３０万２千円を計上しています。前年

度と比較して７，９１７万４千円の増となっています。 

その内容は、４４ページから４９ページにかけて、記載させていただいてい

るとおりです。 

最後に、第２２款 町債ですが、先ほどご説明させていただいたとおりでご

ざいます。 

以上で、一般会計予算の総括説明とさせていただきます。 

よろしくご審議をたまわりますよう、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりました。 

ここで、理事者入れ替えのため、９時４０分まで休憩します。 

 

（ 午前９時３２分 休憩 ） 

（ 午前９時４０分 再開 ） 

 

再開します。 

それでは、総務部・会計室・議会事務局所管に係る予算審査を行います。は

じめに、第１款 議会費について、説明を求めます。 
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木澤委員 

 

 

 

佐谷議会事務局長。 

 

おはようございます。 

それでは、第１款 議会費の予算概要についてご説明申しあげます。着席し

て失礼させていただきます。 

一般会計予算書の歳出、５２ページから５３ページにかけてです。 

新年度予算については、町議会の運営等に要する所要額として９，３３２万

４千円を計上しました。前年度の予算額と比較しまして５０４万８千円、５．

１％の減です。予算減の主な理由は、議員１名の減による議員報酬等人件費の

減によるものです。 

予算額の内訳としましては、議員報酬や職員給与費等の人件費が主なもの

で、その金額は８，８０９万４千円、全体の約９４％を占めております。ま

た、議長交際費を前年度より５万円減の２５万円を計上しております。 

その他、３常任委員会及び議会運営委員会の行政視察研修などにかかる経費

として旅費、使用料及び賃借料などで１３９万１千円、会議録作成にかかる経

費として筆耕翻訳料、印刷製本費などで６７万７千円、議会だより発行にかか

る経費として１１９万５千円、生駒郡町村議会議長会負担金１２５万５千円、

王寺周辺広域市町村圏議長会負担金１０万円などを計上しております。 

以上が、議会費にかかります新年度予算の主な内容です。 

 簡単ではございますが、議会費の説明とさせていただきます。よろしくお願

い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、第１款 議会費について質疑をお受けします。 

なお、質疑・答弁がスムーズに行えますよう、質疑の際には、予算書、関係

資料等の資料名、資料番号、ページ数などをお示しください。 

それでは、質疑をお受けします。 木澤委員。 

 

すみません、私、予算書見ている時、気付いてなかったんでけども、交際費

５万円減らしはったということですけれども、その理由についてお聞きした

い。 
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佐谷議会事務局長。 

 

昨今の実績によるものでございます。以上でございます。 

 

これをもって、第１款 議会費に対する質疑を終結します。 

次に、第２款 総務費について、説明を求めます。 西巻総務部長。 

 

それでは、第２款 総務費のうち、総務部が所管する各科目の予算につい

て、ご説明を申しあげます。失礼して、着席にてご説明をさせていただきま

す。 

はじめに、第１項 総務管理費です。一般会計予算書の５２ページから５９

ページの第１目 一般管理費です。 

新年度は、４億７，２１１万７千円を計上しています。前年度と比較して、

１億４，４４６万２千円の減額となっています。減額となった主な要因は、地

域交流館の整備や出退勤管理システムの導入が完了したためです。 

総務部が所管する主な予算の内容は、特別職及び職員の人件費等のほか、地

域集会所施設整備等の支援、地域交流館の維持管理、参加と協働のまちづくり

の推進などに要する費用となっています。 

はじめに、地域集会所施設整備等の支援として、地域住民の福祉の増進と地

域コミュニティを育成するため、自治会等が行う地域集会所の整備等に対し、

地域集会所施設整備費等補助金を交付することとし、５７ページの第１８節 

負担金補助及び交付金で、上から三つ目の地域集会所施設整備費等補助金２８

４万１千円を計上しています。 

次に、参加と協働のまちづくりの推進では、行政と目的や目標を共有する住

民活動団体の立ち上げを支援し、自立した継続的な活動につなげることを目的

として、住民活動提案制度の運用を行っていくため、５７ページの第１８節 

負担金補助及び交付金で、上から４つ目の活動提案事業補助金、３事業分、６

６万５千円などを計上しています。 

次に、５８ページと５９ページの第２目 文書広報費です。 

新年度は９６８万９千円を計上しています。前年度と比較して２８万７千

円、２．９％の減となっています。主な予算の内容は、広報紙の発行、町ホー
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ムページやＡＩチャットボットの運用等に要する費用となっています。 

次に、第３目 財政管理費です。新年度は１，１６８万４千円を計上してい

ます。前年度と比較して４万２千円、０．４％の減となっています。 

主な予算の内容は、ふるさと納税の事務や財務会計システム使用料などに要

する費用となっています。 

次に、第４目 会計管理費です。新年度は７４５万８千円を計上していま

す。前年度と比較して３２５万４千円の増となっています。増額となった主な

要因は、令和６年１０月から公金振り込みに適用される、内国為替制度運営費

の導入に伴い、振込手数料が増額となるためです。 

次に、５８ページから６１ページの第５目 財産管理費です。新年度は８，

４９４万９千円を計上しています。前年度と比較して３，４９８万７千円の減

となっています。減額となった主な要因は、役場庁舎照明設備のＬＥＤ化工事

が完了したためです。 

主な予算の内容は、役場庁舎の維持管理・充実のほか、普通財産の管理、基

金の運用などに要する費用となっています。 

次に、６０ページから６３ページの第６目 企画費です。新年度は３億１，

２４５万９千円を計上しています。前年度と比較して２，２８２万５千円、

７．９％の増となっています。増額となった主な要因は、自治体情報システム

の標準化・共通化対応業務などに伴う費用の増額によるものです。 

主な予算の内容は、総務部所管では、男女共同参画の推進、事務のＯＡ化の

推進、第５次斑鳩町総合計画後期計画や、第４次斑鳩町男女共同参画推進計画

の策定などに要する費用となっています。 

はじめに、事務のＯＡ化の推進として、現行の情報システムの維持経費を計

上するほか、新年度では、自治体情報システムの標準化・共通化の準備をすす

めることとし、６３ページの第１２節 委託料で、下から七つ目の自治体情報

システム標準化・共通化対応業務委託料５，３０８万４千円を計上していま

す。 

次に、第５次斑鳩町総合計画後期基本計画の策定として、令和６年度から２

か年で同計画を策定することとし、６３ページの第１２節 委託料で、上から

五つ目の、第５次斑鳩町総合計画後期基本計画策定業務委託料２７０万円を計

上しています。 



 - 15 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、第４次斑鳩町男女共同参画推進計画の策定として、令和６年度から２

か年で同計画を策定することとし、６３ページの第１２節 委託料で、上から

四つ目の男女共同参画推進計画策定業務委託料１３０万円を計上しています。 

次に、６２ページと６３ページの公平委員会費です。公平委員会を開催する

ための費用として、新年度は６万３千円を計上しています。 

次に、６２ページから６５ページの第８目 交通安全対策費です。新年度

は、都市建設部が所管する交通安全施設整備工事などを含めて６９９万９千円

を計上しています。前年度と比較して１６２万８千円、１８．９％の減となっ

ています。 

減額となった主な要因は、公用車の購入が完了したためです。総務部所管す

る主な予算の内容は、高齢者運転免許自主返納支援事業や自転車等の放置防止

に関する事業などに要する費用となっています。 

次に、６４ページと６５ページの第９目 自転車等駐車場運営費です。自転

車等駐車場の維持管理の費用として、新年度は１，２５１万７千円を計上して

います。前年度と比較して４７万５千円、３．９％の増となっています。 

次に、第１０目 防犯対策費です。新年度は１，９３９万７千円を計上して

います。前年度と比較して２６６万２千円、１５．９％の増となっています。

増額となった主な要因は、移動交番誘致のための整備や防犯カメラの増設に伴

う費用の増額によるものです。 

主な予算の内容は、町管理防犯灯の新設及び維持管理のほか、自治会管理防

犯灯の設置及び維持管理への助成、防犯カメラの維持管理、自治会防犯カメラ

設置への助成、移動交番誘致のための整備に要する費用となっています。 

はじめに、地域防犯体制の充実として、旧法隆寺駐在所に移動交番を誘致す

るにあたり舗装工事を実施することとし、６５ページの第１４節 工事請負費

で、上から二つ目の移動交番誘致整備工事１４８万円を計上しています。 

次に、防犯カメラの維持管理として、更に安全で安心して暮らせるまちづく

りをすすめるため、令和５年度から２か年計画で町管理街頭防犯カメラを増設

しております。この増設分も含めて、６５ページの第１３節 使用料及び賃借

料で３５３万２千円を計上しています。 

６６ページをお願いします。続きまして、第２項 徴税費です。 

はじめに、６６ページと６７ページの第１目 税務総務費です。職員の人件
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委員長 

 

 

 

溝部委員 

 

 

費のほか、各協議会等負担金、固定資産評価審査委員会の運営に要する費用と

して、新年度は７，０２２万２千円を計上しています。前年度と比較して１５

０万２千円、２．２％の増となっています。 

次に、６６ページから６９ページの第２目 賦課徴収費です。 

新年度は７，０７２万９千円を計上しています。前年度と比較して１，７５

０万５千円の増となっています。 

増額となった主な要因は、定額減税をはじめとする住民税の税制改正に伴う

システム改修などに要する費用の増によるものです。主な予算の内容は、町税

の賦課・徴収に必要な事務等に係る委託料や電算システムの使用料、公金収納

に係る手数料等となっています。 

７０ページをお願いします。続きまして、第４項 選挙費です。はじめに７

０ページから７３ページの第１目 選挙管理委員会費です。選挙管理委員会の

運営等に係る費用として、新年度は４５万４千円を計上しています。 

次に、第２目 常時啓発費です。新年度は６万円を計上しています。 

続きまして、第５項 統計調査費、第１目 指定統計調査費です。都市建設

部が所管する農業センサスを含め、国の指定統計調査に要する費用として、新

年度は３４３万円を計上しています。 

続きまして、７４ページと７５ページの第６項 監査委員費、第１目 監査

委員費です。監査事務に要する費用として、新年度は５１１万５千円を計上し

ています。 

以上で、第２款 総務費のうち、総務部が所管する予算についての説明とさ

せていただきます。 

よろしくご審議をたまわりますよう、お願い申しあげます。 

  

説明が終わりましたので、第２款 総務費について質疑をお受けします。 

また、ここで、予算総括及び歳入についても、あわせて質疑をお受けしま

す。 溝部委員。 

 

一般会計予算書の５７ページの１２番委託料のコミュニティバス実証運行、

ここは違う、はい、すいません。 

５９ページ、１２番委託料のふるさと納税のところなんですけれども、ふる
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溝部委員 

 

 

 

 

政策財政

課長 

 

溝部委員 

 

 

政策財政

課長 

 

 

 

 

 

委員長 

 

さと納税、斑鳩町にとってはちょっと厳しいというか、そういう制度かなと思

うんですけども、今の現段階での赤字の見込みというか、それってどれぐらい

になるか教えてください。 

 

真弓政策財政課長。 

 

令和５年度での推計ですけれども１，５９０万円を見込んでおります、１，

５９０万円の赤字ですね。これは寄附の受け入れ額、それから住民税控除分、

それから地方交付税等、それから返礼品等の経費も含めてのトータルの状況と

いうことになります。 

 

はいありがとうございます。サイトを見てますと、返礼品の品が少し増えて

たりとかしているなと思っているんですけども、町としてはどういうふうにそ

ういう業者さんというか、お店の人とかに働きかけるようなことというのはし

てはるんですか。 

 

常にホームページのほうで募集はしておるところと、それから広報紙等でも

募集の方はかけております。 

 

令和６年度についても、そういった方が今後も増えそうな見込みというのは

あるんですかね。 

 

昨年１０月からまた国のほうでも審査のほうが厳しくなっているところもご

ざいますけれども、まずはどういった業者さんが手を挙げていただけるかとい

うところになりますので、これはもちろん募集のほうはさせていただくんです

けれども、なかなか、あがってこないところもあるのは、というところで。 

昨年、厳しくなってからでも、新たな返礼品のほうも増えてやっております

ので。 

 

木澤委員。 
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総務課長 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

そしたらまず予算書の５５ページですけども、報償費のところで、産業医の

謝金が５年度と比べて倍以上増えているんですけど、これの内容について教え

てください。 

 

松岡総務課長。 

 

職員の中でメンタル不調を訴えるものというのがいる状況というふうなこと

を踏まえまして、高ストレス者のメンタル指導であったり、また復職時の面談

等の対応に際しまして、現在の内科を専門とする産業医に加えまして、精神保

健に係る専門医を１名増員をしようとするものでございます。 

 

以前から見ていると、やっぱり、メンタルで休まれる職員さんもチラチラと

見掛けてましたので、やっぱりそういったところはきちっと対応していってい

ただいて、職員さん元気に働けるようにしていっていただきたいなという思い

はありますんで、この予算つけていただくのは必要なことだなというふうに思

いますけど、その具体的な数字はいいんですけど、やっぱり休職に至る人もい

るでしょう、至らない人もいるでしょうけど、やっぱり年間通して、何てい

う、どういう聞き方したらいいかわからないけど、いてはるというのはもう、

何か恒常化しているなというふうに思うんですけど、状況と言うんですか、差

しさわりのない範囲で教えてもらえますか。 

 

申し訳ございません。具体的な数字というのは申しあげられないところにあ

るかなというところでございますけれども、あるかないかと申しますと、やは

りそういうストレスないしメンタル不調をきたして、一旦お休みをするという

ような職員は、いることは、ご報告申しあげたいと思います。 

 

今回、働き方改革なり、また窓口対応の関係なりも一応整理をされてという

ことで、個々の職員さんに重い負担がかかることを減らしていくというかね、

組織的に対応していっていただけるということなんで、その点も期待してます

んで、よろしくお願いします。 

そしたら続いてですね、予算書の６３ページの１８節の負担金補助及び交付
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木澤委員 

 

 

安全安心

金のところで、万博の実行委員会の負担金が９５万円ですけど、これ一般質問

を聞いてますと、まだ具体的な中身はないということなんですけど、これ９５

万計上しているというのは、どういうことなんでしょうか。 

 

真弓政策財政課長。 

 

現在、県のほうで、昨年に万博推進室が設置されまして、その中のやり取り

の中で、現段階で実行委員会形式で進めていくことを検討するという情報と、

それから全体の数字は県のほうで一応お持ちですので、その数字でもって、斑

鳩町の分担金、予定額が示されましたので、そういったところで組まさせてい

ただいております。 

 

まだ具体的には示されてないでしょうけど、実行委員会として、何をしてい

くことになるのでしょうか。 

 

そのあたりが、まだちょっとお話できないというふうになりますので、また

県会のほうでも、おそらくその県さんのほうでも整理される話だと思いますの

で、その後に発表されるんではないかと思います。 

 

はい、分かりました。それとですね、予算書の６５ページの、先ほど部長の

説明の中にもありました移動交番ですね、こちらの整備のほうですけど、こ

れ、まずその土地はどなたの所有になるんでしょうか。 

 

曽谷安全安心課長。 

 

法隆寺さんのほうの土地の所有になります。 

 

そこの土地を町が借りて舗装整備をするという形になるんですかね。その借

り賃も入っているんですか。 

 

現在、法隆寺さんとの調整では、無償でお借りするという形で、内諾は頂戴
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しております。まだ契約のほうは新年度、４月以降でということで協議をさせ

ていただいているところでございます。 

 

もともと、そこには駐在所があって、それがなくなって、この移動交番に来

てもらおうということかなと思うんですけど、そもそも移動交番というのがど

ういうシステムなのかなということですけど。 

 

奈良県警察では、令和３年２月に策定公表されました、奈良県警察交番駐在

所最適化指針に基づきまして、交番、駐在所の最適化を進められております。 

その中で、今おっしゃっていただいた交番機能と移動力を持ち合わせた「動

く交番」と奈良県では警察では申しあげておりますが、令和５年度から、令和

５年の４月から導入運用が始まったものでございます。 

この動く交番については、この最適化された駐在所と交番が、最適された管

内を、今の現状では奈良署と桜井署と橿原署の管内で動く交番が、令和５年度

については重点実施地域として運用されているところでございます。 

運用日については、隔週で決められた、現在は曜日になっておりますけど

も、公共施設であるとか、コンビニエンスストアの駐車場に駐留する形で、令

和５年度は運用されていると聞いております。 

 

県のほうで適正化をされたと。要は統合して減っていっているということか

なというふうに思うんですけれど。それの代わりにこの移動式でというシステ

ムに変わっていって、斑鳩町内にもあった派出所等がなくなってしまっている

んで、やっぱり治安維持のためとかにも来ていただくことは必要かなというふ

うに思います。これというのは、お願いすれば、来てもらえるもんなんです

か。 

 

現在移動交番のほう、県内警察、奈良県警察でも進められていると。基本的

にはその統合された管内というところを基本として、駐留する形であれば動く

交番ということで駐留するという形をとられています。 

それ以外のほうについては、県内、今１台しかございませんが、県内巡回パ

トロールをしながら、県内をケアされているというふうに聞いております。 
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分かりました。１台しかないということで、なかなかその全域を網羅するの

は大変だと思いますけど、積極的に要請はしていただきたいなと思います。お

願いしておきます。 

あとですね、ちょっと交付税措置のこと、基本的なことを教えてほしいなと

思うんですけど、起債なんかでもよく充当率が１００％ですとか、さっきも部

長の説明、何パーセントですよとかいろいろありましたけど、実際に入ってく

る額との最終的な差というのがどれぐらいなのというのを、どういうふうに理

解しておけばいいのかなと思いまして。 

地方交付税って、国のほうでも予算が決まってて、全国の中で枠がある中

で、各自治体に振り分けられていきますんで、その枠内でしか確保できないと

いうことなんで、１００％は僕も来ないと思っているんですけど、以前聞く

と、最終的に、計算すると入ってたよというようなことも聞きまして、その年

によっても違うと思うんですけど、そこのところはどう理解しておけばいいの

か。 

 

真弓政策財政課長。 

 

そもそも論として、地方交付税といいますのは、基準財政需要額、どれだけ

の事務量がありますから、それに対して、基準財政収入額、税収等ですね、こ

れの差額分、ここが地方交付税なんです。 

よく、地方交付税幾らですかってお話あるんですが、あくまでこの差額分で

あるということを、まずご理解いただきます。この基準財政需要額、これだけ

必要ですよという計算の中には、確実に入っております。 

例えば１億円借りたとしましょうか。１００％算入の１億円を元利償還とし

ての計算で必ずハンティングされる。ただし、先ほど申しあげたように、基準

財政収入額と需要額の差額ですので、これが仮にですけども斑鳩町で収入額が

ぐっと増えましたとかになると、交付税は当然ゼロになりますので、入ってい

る入っていないという発想がちょっと違うんですけれども、基準財政需要額の

計算には必ず入ってきますというふうにご理解いただければと思います。 
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昨日一般質問でちょっと思ったんですけど、私、例に出して言いますけど、

会計年度任用職員さんの国が３千万円持ちますよと、概算で３，１００万円で

したっけ。国は財源持ちますと言ってて、交付税措置しますと言っているか

ら、僕は全部入ってこなくても、おおかたは入るのかなという理解だったんで

すけど、部長はうんうんと首はったんで、そうじゃないよということなんです

ね。ちょっとそこを教えてほしい。 

 

西巻総務部長。 

 

先ほど課長のほうから説明申しあげましたとおり、こんだけの財政需要が要

ります。でもその団体にはこれだけの収入がありますよ。その差を、いわゆる

埋めるために、地方交付税制度というのが、簡単に言えば、そういった制度が

ございます。 

そういった中で、例えば収入が多ければ、不交付団体になって、交付税はゼ

ロになるから、自前でやりなさいよということになりますので、そのいわゆる

差の部分について、地方交付税という形で交付されます。 

先ほど課長のほうも申しましたんですけども、基準財政需要額に、これこれ

の財政需要があって、一般財源がこれだけ必要ですねということで、それぞれ

の費目で計算されていくわけですね。計算されていくんですけども、いかんせ

ん、国の原資となる収入というのが決まってますんで、やっぱり頭打ちがある

わけです。その頭打ちがあって、こういった予算の中でみんなに配分している

ということなんで、全てが入っているわけでは、全てが入っているわけではな

いと。 

昨日の一般質問の答弁の中でも、こうこうこう言うことで、追加で交付され

ましたよっていうことをご説明させていただいたんですけど、その中でも、ほ

かの費目ですね、大まかに言うたら、今回の国の補正予算のいわゆる地方財源

の部分も含めて、こんだけ入ってますよ。斑鳩町は確か４千万円余りだったと

思いますねん。基準財政需要額入ってますから。で、３，１００万円なんで到

底その全部が入っているわけでもなければ、おおかたが入っているわけでもな

いという状況が現実だと思います。以上です。 
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そのほか、ございませんか。伴委員。 

 

一般会計予算書の６１ページの２４積立金、ちょっとこれ、同僚委員の質問

によく似ているんですけど、僕も教えてほしい。 

この財政調整基金積立金、これ減債基金積立金、今年度というか来年度、２

８１万とか１，２３０万、これはどこで余ったというか、これぐらいは積み立

てていこうというのもあって、これ積み立てていってもらっているんか。 

そしてちょっとこのもうひとつの予算の概要という追加資料のほう、一番後

ろのこのぺらぺらと横の町債残高の推移、これすうっと下がっていく、この表

と、このぺらぺらのほうは、どちらかというと、今、基金の積み立ての残高が

今、この令和５年、令和６年度とこでは多くなっている。 

そして、隣の上から３行の取崩額からいうと、結構取り崩すときは、こうま

ちまちになっていって、残高がどんどん下がっていくような形になっている。

この辺の流れ、見込み、そして積み立てるこの金額の原資といいますか、これ

予定といいますか、このあたりのこの関係性を教えてください。 

 

真弓政策財政課長。 

 

まず積立金の原資の部分です。財政調整基金につきましては、利子分、それ

から減債基金のほうなんですけれども、こちらも利子分もございますが、今年

度につきましては、平成緊急内水対策の関係の補助金ですね、これの受け取り

方というのがちょっと通常と違いまして、起債のほうを起こして、償還金相当

を補助するという形でして、その原資分を一括で渡すと。渡して、渡しますん

で減債基金に積み立てて、それを償還時に取り崩してくださいと、こういった

ルールの補助金、県補助がございますので、その関係で、その補助分とそれか

ら利子分、これ合わせて積み立てる予定をしております。 

それと財政シミュレーションの部分との残高の関係ですけども、この中には 

あくまで財政調整基金につきましては、収支不足を埋めるような形での取り崩

しになっております。 

減債基金につきましては、これまでも行ってきておるんですけども、大型事

業等々で償還額が非常に大きいものにつきまして、以前から積み立てていたも
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伴委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

総務部長 

の、それからここ数年決算剰余金等を活用しまして、これを償還時に都度都度

取り崩して充てておりますので、そのあたりでの取り崩しを減債基金に関して

は、取り崩しの中に入っているというふうにお考えいただければ。 

 

雰囲気は何となく分かりましたけど、先ほど言った、この隣の町債残高の推

移が下がっていっている。これはちゃんと返済していっていただいてますわ

な。その辺とこの基金というのは、別に関係なく、もういうたら、これだけだ

あっと町債が下がっていくと、このように考えていっていいわけですか。 

 

町債残高につきましては、ここ数年ですけれども、できる限り地方交付税措

置のない借り入れ分を取りやめております。そういったことから、元金償還が

進んでまいりますので、減っていくという姿で推移しているということでござ

います。 

あくまでトータルの収支に関しては、財政調整基金の取り崩しとなって参り

ますんで、直接これとリンクするというわけではありませんけども、ただ地方

債残高が減るということは元利償還が進むというところで、残高も減るという

ところでは、全体としての収支というのは当然よくなって、よくなってといい

ますか、悪化を一定程度防げているというほうが正しいいうか、になりますの

で、その部分では取り崩し額も影響は当然ございますということで言えるかな

と。 

 

これ見せていただいて、今のちょっと分かってきたんですが、このペラペラ

の表の、この主な大型建設事業、ここではこういう形で法隆寺駅前周辺とか、

地域交流館、中央体育館の空調と出てます。これはここに盛り込まれているけ

ど、また新たにまた必要な大きな金額とか、要るようになったら、シミュレー

ション、地方債残高が変わっていきます。今はあくまでもこれを踏まえた上で

のこの表というような格好で考えさせてもらっていいわけですね。 

 

西巻総務部長。 

 

このＡ３の横に書いております主な大型建設事業なんですけども、これは現



 - 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

議 長 

 

 

 

 

委員長 

 

安全安心

課長 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

安全安心

課長 

議 長 

 

時点で計画をしているとか、していたとかというような形で見込まれている財

政事情が、令和７年以降にこの財政見通しの中に含まれていると。そういった

関係で、それらの財源については、地方債、いわゆる町債も含んだ形で町債残

高が示されている状況ですので、仮にこういった中の大型事業が、いわゆる増

減すれば、また町債残高の推移も変化しているということなんで、あくまでも

現時点での状況を推計させていただいているいうふうにお考えいただければと

思います。以上です。 

 

そのほかございませんか。 中川議長。 

 

先ほど木澤委員の質問で、移動交番、そもそも県警の移動交番を駐車させる

土地を、何で町が整備するのかな。県がしないのか。 

それを各地域で整備するのは各自治体というような取り決めがあるのかどう

かいうのを確認させていただきたい。 

 

曽谷安全安心課長。 

 

特に取り決めはございませんが、町内の防犯拠点を設けるということで、町

のほうから警察のほうに、その動く交番を駐留していただきたいということの

要望をかねてより、させていただいていたところでございます。 

その中で、今現状、未舗装というところで、なっている場所について、環境

整備を行った上で拠点整備というところを誘致していきたいということで、予

算の方、計上させていただいたところでございます。 

 

だから県警の移動交番、停めるための整備は県では持たないということです

ね 

 

おっしゃるとおりでございます。 

 

わかりました。それと、６５ページの防犯カメラの設置やけど、新たに町独

自の管理の防犯カメラ、令和５年から進めていることやけど、どのエリアを対
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課長 
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安全安心

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

象に進めてるんやろ。 

 

今、５年度６年度で１５か所１７台のほう、整備のほう計画しております。 

基本的には通学路であるとか、犯罪が多い場所、そしてその犯罪を行ったと

思料される逃走経路、主に国道であるとか県道というところの逃走経路を警察

のほうで選定いただいて、現在この５年と６年度の分については選定させてい

ただいたというところでございます。 

 

何年前の何月議会か忘れたけど、私が一般質問して、防犯カメラ設置しても

らって、何年かに何台、今年何台、今年何台、今年何台いう計画で進めてもら

った。もっとつけてほしいということを簡単に言うたら、いや西和警察署と協

議して、もうこの斑鳩町は網羅されているということで、もう町ではこれ以上

つけませんという答弁。 

その後、各自治会につけてほしかったら、つけてほしい地区はどないすんね

んということで補助金制度、これも設置してくれ言うてつくってもろて、今に

なって、まだつけなんとこがあるから進めてますねん。ほんなら、自治会で負

担してつけてもうてる地域と公平性をどない考えているのかなと。その辺どう

ですか。 

 

町と自治会との、そこはちょっと地域での、町で地域の入りくんだところま

では、町の方でなかなかそこ付けることができませんので、そういう意味で地

域の安全を担保するというところで、補助金の制度をつくらせていただいたと

いうことでご理解いただければなと思っております。 

過去のその答弁というのが、私もちょっと定かではありませんが、今後必要

であれば、６年度以降についても、また新たな、パークウェイの道が延伸され

されますので、そちらのほうになれば、また新たな交通形態が生まれてきます

ので、また、今現状、犯罪等は町内では減少傾向にはございますが、そういう

犯罪の場所というのが新たに発生すれば、また関係機関は警察と連携させてい

ただく中で、増設のほうは都度検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 
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総務部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤副町長。 

 

すいません。当時のお話の関係ですけれども、当時初めて町のほうで防犯カ

メラを設置させていただいて、その中でご意見いただく中で、一旦まずああい

う形で整理、小学校区ごとに整理をさせていただいて、そこでやめるという認

識は私もございませんでしたので、まず、主な登下校の所を設置させていただ

いて、それと合わせて、一旦はそこで事業としては区切りつけさせていただき

ましたけども、細かいところについては町でつけていくっていうのはございま

せんので、そこは自治会のほうにお願いする形で補助制度をつけさせていただ

いて。その後、ほかの所との犯罪の関係とか、いろいろ関係、検討していく中

で、やっぱり抑止効果というのはやっぱり斑鳩町の場合ございましたので、今

回改めて、去年からまた追加して、２か年で整備をさせていただいてるところ

ですんで、決して、あのとき、これで終わりという認識はなかったことをご理

解いただきたいと思います。 

 

つけてもらうのはありがたい。どんどん増やしてもろて、斑鳩町町全体につ

いていったほうがええねんということを私はずっと言ってました。 

だからつけてもらうことに対して、とやかく言うてるんでなしに、入りくん

だ所て課長言うたけど、町でつけるの入りくんだとこやないねんな。 

 

西巻総務部長。 

 

やはり、周辺の自治会が基本になってまいりますんで、その自治会のいわゆ

る範囲内、いわゆる主要な道路以外のところは住民さんのほうでもお願いした

いなということで、つけたいよというとこは補助制度でやってもらってますん

で、そういった関係で、いわゆるどういうんですかね、主要に逃走経路になる

とか、主要な所の場所で犯罪が発生している、主としては、通学路をメインに

これまで整備してきたんで、そういったすみ分けもさせていただいて、ぜひと

もつけたいとおっしゃられる自治会がございましたら、補助金のほうを活用し

ていただければなというふうに考えております。 
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総務部長 

 

 

町で設置する場所と、地元で補助金をもらって負担してつけるとこと、分け

方って難しいなと思うやんか。自治会で整備しているとこでも、通学路になっ

てるとこあると思う。だから、１００％町で管理する防犯カメラと、自治会、

自治会かって補助金もろて何ぼか出さなあかんわけやな。後の管理も自治会に

していかなん。電気代も自治会払っていかんなん。 

だから、その分け方、ここは町でしている。幹線道路で決めて、もう広い道

路だけですねんて言うんやったらまた別やねんけど。 

 

加藤副町長。 

 

その辺、なかなか見方としては、線引き難しいかもしれませんが、町の防犯

カメラ設置させていただいているところは、どこかで何か犯罪等事件があった

と。そこから犯罪者が逃走していく、その経路をある程度抑えれるようなポイ

ントということで、今させてもらってますんで。 

当然おっしゃるように、自治会の中で経路になるような所もあるかも分かり

ませんよね。ある程度、一応分かりやすいのが町外に出ていく所とかが一番分

かりやすいか分かりませんけども、そういったポイントを抑えるところという

考え方にちょっとさせてもらってます。確かに分かりにくい部分はあるかと思

いますけども、あくまでも何箇所かポイント追うていけるような形を計算し

て、ちょっとさせてもらってますので、ちょっとご理解いただきたい。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ）  

 

これをもって、第２款 総務費に対する質疑を終結します。 

次に、第６款 商工費について、説明を求めます。 西巻総務部長。 

 

それでは、第６款 商工費のうち、総務部が所管する各科目の予算につい

て、ご説明を申しあげます。 

恐れ入りますが、予算書の１２２ページと１２３ページをお願いします。 
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第１目 商工総務費です。消費生活相談を引き続き実施するための費用とし

て、１２３ページの第７節 報償費で、消費生活相談員謝金４５万６千円、第

８節 旅費で、費用弁償７千円、第１０節 需用費で、消耗品費３万２千円を

計上しています。以上で、第６款 商工費についての説明といたします。 

よろしくご審議をたまわりますよう、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、第６款 商工費について質疑をお受けします。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、第６款 商工費に対する質疑を終結します。 

次に、第８款 消防費について、説明を求めます。 

西巻総務部長。 

 

それでは、第８款 消防費について、ご説明申しあげます。失礼して、着席

にてご説明をさせていただきます。 

恐れ入りますが、一般会計予算書の１３６ページをお願いします。 

はじめに、１３６ページと１３７ページの第１目 常備消防費です。奈良県

広域消防組合の負担金として、新年度は３億２，３４０万９千円を計上してい

ます。前年度と比較して１，０２５万円、３．３％の増となっています。 

次に、１３６ページから１３９ページの第２目 非常備消防費です。新年度

は２，５６４万５千円を計上しています。前年度と比較して２億２，１８４万

７千円の減となっています。減額となった主な要因は、デジタル防災行政無線

の戸別受信機設置に要する費用の減額によるものです。 

主な予算の内容は、町消防団の運営、自衛消防団の支援などに要する費用と

なっています。 

はじめに、町消防団の運営では、消防団員の報酬として、１３７ページの第

１節 報酬で、上から二つ目の消防・水利団員報酬１，０８５万３千円を、１

３９ページの第１８節 負担金補助及び交付金で、上から二つ目の分団運営費

１９５万円などを計上しています。 

次に、自衛消防団の支援として、地域で組織される自衛消防団の活動を支援
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するため、１３９ページの第１８節 負担金補助及び交付金で、上からひとつ

目の自衛消防団補助金１０５万円を計上しています。 

次に、１３８ページから１４１ページの第３目 消防施設費です。新年度は

３，７４２万６千円を計上しています。前年度と比較して２，６３０万４千円

の増となっています。 

増額となった主な要因は、消防ポンプ車の更新に要する費用の増額によるも

のです。予算の主な内容は、消防施設の維持管理、消防施設整備の支援などに

要する費用となっています。 

はじめに、消防施設整備の支援として、自治会等が行う消防用の消火器具等

の整備を支援するため、１４１ページの第１８節 負担金補助及び交付金で、

上からひとつ目の消防施設整備事業等補助金７５万８千円を計上しています。 

次に、消防車両の更新として、第１分団消防ポンプ車を更新することとし、

１４１ページの第１７節 備品購入費で、公用車２，８３２万５千円等を計上

しています。 

次に、１４０ページと１４１ページの第４目 水防費です。水防出動等に要

する費用として、新年度は３２万４千円を計上しています。 

次に、１４０ページから１４３ページの第５目 災害対策費です。新年度は

１，５３８万１千円を計上しています。前年度と比較して３９９万３千円の増

となっています。増額となった主な要因は、災害現場と災害対策本部との間で

災害情報の共有を行うためのシステムの導入や、防災ハザードマップの作成に

要する費用の増額によるものです。 

主な予算の内容は、災害物資の備蓄、地区別防災訓練の実施、自主防災組織

の支援などに要する費用となっています。 

はじめに、災害物資の備蓄として、必要な食糧等の備蓄を計画的にすすめる

とともに、ライフラインが寸断された場合に備え、避難所での衛生環境を保持

するため、災害用簡易トイレ等を新たに備蓄し、災害物資の充実を図ります。

これらに要する費用として、１４１ページの第１０節 需用費の消耗品費のう

ち４６０万２千円を計上しています。 

次に、地区別防災訓練の実施として、災害発生時の地域住民が連携を保ちな

がら応急対策活動ができるよう、初動体制をはじめとした防災体制の充実を図

るため、１４１ページの第１２節 委託料で、上から四つ目の防災訓練講師委
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奥村委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

託料３５万円、その下の防災訓練会場設営等業務委託料４５万８千円などを計

上しています。 

次に、自主防災組織の支援として、自主防災組織の設立・活動に対する助成

をするため、１４３ページの第１８節 負担金補助及び交付金で、上からひと

つ目の自主防災組織補助金１４２万円を計上しています。 

次に、防災情報メール等の推進として、災害現場と災害対策本部との間で情

報の共有を行い、災害に対し、迅速かつ的確に対応できるシステムの導入費用

も含め、１４１ページの第１３節 使用料及び賃借料で、四つ目の災害情報伝

達システム使用料のうち２１６万円を計上しています。 

次に、防災ハザードマップの作成として、災害時における避難場所、避難時

の備え、洪水における浸水想定区域や土砂災害警戒区域等を示した防災ハザー

ドマップを更新するため、１４１ページの第１２節 委託料で、防災ハザード

マップ作成業務委託料３５２万円を計上しています。 

以上で、第８款 消防費についての説明とさせていただきます。 

よろしくご審議をたまわりますよう、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、第８款 消防費について質疑をお受けします。 

奥村委員。 

 

一般会計予算書の１４１ページの１０節ですけども、消耗品費でトイレのと

ころですけれども、この予算の概要のところにも１ページの一番上のところに

災害物資の備蓄ということで、備蓄用トイレのこと謳っていただいております

けれども、今年度と来年度で３４０個の簡易トイレを備蓄していただける予定

と聞いております。この備蓄用トイレですけれども、実際に置き場所ですけれ

ども、避難者の方が入ってこられて、どういうところにこのトイレを設置して

いこうという、ただ単にトイレを設置するだけじゃなくて、やっぱり人の目も

あるので、どういうようにして設置をしていく方向性というか、予定というの

がございますでしょうか。 

 

曽谷安全安心課長。 
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このトイレにつきましては、ポータブルの、量販店で売っているようなダン

ボール型の小さいＡ４サイズぐらいの座るもので、１箱１００回分が入ってい

る簡易トイレということになります。１回用を足していただくと、その中に吸

着材が入っておりまして、１回ごとでビニールを絞っていただいて、臭気を取

り除いていただいて、一般廃棄物として捨てるという形のものを備蓄する計画

をしております。 

 

奥村委員。 

 

紙製というかダンボール製ですかね、いうことですごく軽いと思うんですけ

ども、例えば高齢者の方とか、ちょっと介助を要しないといけない方とかの場

合、前に小型のテントを着替えとか授乳用のテントを用意してくださってたと

思うんですけど、ただそういうところに設置するとか、能登半島地震のとき

は、なかなかそれは設置できなくて、それこそござを周囲に四隅にこうやって

施設のところ、避難所のところでやってたという、高齢者の方ですけども、い

うことなんですけども、そこら辺はどうなんでしょうか。どういう形でこの人

前でするってこともできませんし、どういう形でしていこうと思っておられる

のか。 

 

トイレの関連につきましては、委員おっしゃっていただいているように、人

の目の前でというのはなかなか用を足していただくことができませんので、避

難所の一角もしくはその周辺での姿が見えないような形で、かつ男女別という

のも区別していく必要もございますので、そちらのほうを、きっちりと区別し

ながら、また環境に配慮しながらのトイレの設置という形を検討しているとこ

ろでございます。 

 

例えばその、今課長がおっしゃってくださってた、その前に申しあげてくだ

さってた、１回トイレをして、そしてそれを臭気を取るために、ぎゅっと結ん

でそれを置いておく所、そういう回収できるまでの間、いわゆる皆さん大量の

ものが出てくると思うんですけども、それを置いておく所とかは考えておられ

るでしょうか。 
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各それぞれの施設となる避難所がございます。そちらのほうの施設の中で、

まずそのごみが大量に出る、またトイレも設置しなければならないというよう

な状況になると、かなりの避難者の方がそちらの避難所の利用されるという形

になると思われます。 

その中で、ごみの問題、トイレの問題というのも、その避難者、避難者の方

とも協議をしながら、この能登半島の部分についても、ごみの問題、またトイ

レの問題というのは、かなりクローズアップされているところでございますの

で、そちらのほう、避難者と、また避難所の運営する職員と、またそこを管理

する方というのも、のちのちつくっていかないといけないというところの中

で、その利用される方が環境を整えるという形で、ごみの集積場所というの

も、それぞれ施設の状況に応じて協議検討してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 

ありがとうございます。内閣府のほうで、２０１６年に避難所におけるトイ

レの確保、管理ガイドというのをつくったんですけども、斑鳩町としても避難

所におけるトイレの確保管理計画、これ今ちょっと、課長のほうもつくってい

かないといけないという方向で、ちょっと触れていただいたんですけども、そ

ういう計画をこれからをおつくりになったらどうかなと思うんですけども、そ

こら辺はどうでしょうか 

 

先ほど委員のおっしゃっていただいた平成２８年４月に内閣府が策定したガ

イドラインということは承知しております。しかしながら、本町においては、

この管理計画というのは策定していない状況でございますが、本町の地域防災

計画におきまして、廃棄物処理対策の推進という項目の中で、仮設トイレ等の

確保についても、朝のごみの廃棄物の処理の関係についても、計画のほうござ

います。 

具体的な今、計画の中では持ち合わせておりませんが、今後、各施設に応じ

た処理場所というところについては検討してまいりたいというふうに考えてお

ります。 
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ありがとうございます。やっぱり能登半島地震にしても、そしてその前の東

日本大震災にしても、トイレということが一番やっぱりこの避難される方たち

の一番心配な、そしてまた大変な問題やったんではないかなと思います。 

斑鳩町としても、今回、町長のほうからも、施政方針の中で、災害というの

はいつ起こってくるかわからない。正月であっても待ってくれない。そういう

ときだからこそ、有事の前に、この今、今のときに、やっぱりしっかりと備蓄

というか、整えていかないといけないというようなことも触れていただいてお

りますので、斑鳩町としても、きっちりと高齢者、また体の不自由な方、妊産

婦の方、困ることがないように整えていただきますようによろしくお願いいた

します。 

 

そのほかございませんか。 木澤委員。 

 

私もトイレのことに関連して、充実して増やしていただくことは賛成なんで

す。ただ、今回このポータブルトイレというのは、もともとの計画にあったも

のなのか。それか、いやいや必要やからって追加で購入したものなのか。ちょ

っとそこも教えてください。 

 

曽谷安全安心課長。 

 

先ほど奥村委員からもお話ありましたが、この能登半島地震を受けまして、

予算の組み立ての中で、町長、副町長のほうからもご指示いただきまして、や

はりトイレ問題、トイレ問題からまた健康問題に起因していくということの中

で、予算査定の中で、町長のほうからご指示いただきまして、急遽追加という

形、もともとの町の計画の中には入っておりませんが、追加した形での計画を

今後進めてまいりたいという形での予算計上ということになります。  

 

トイレのことは、今までにもいろいろ質問も議論もさせてもらってきたかな

と思いますけど、例えば下水管に直接やるやつだとか、いろいろタイプがある

と思うんですけど、町で今、備蓄してきたものというのが、割と固定式のやつ

でと、私理解していたんですけど、それがだいたいその基準として、１避難所
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にどれぐらいでというのはありますか。 

 

現在２０か所指定避難所ございます。その中で全ての避難所には各２基、も

しくは４基ある据え型のものがございます。その２０か所のうち９か所がマン

ホール、下水道に直接できるマンホールトイレと言われるものについては、９

か所、設置できる施設の構成になっております。 

 

私、今回も災害用トイレ出てきたんで、そういうのを購入するのかなと思っ

たら、この簡易トイレということで、使い方どうするのかなって、いろいろ聞

いてて思ったんですけど、これもうだから各避難所で使うということなんで、

それぞれ３４０個を施設に分けて使うという形なんですよね。 

 

まず全てを開ける場合もありますし、避難所の運営の、開けているところに

ついての配布という形になろうかと思っております。拠点配布という形で、そ

の避難所に応じて、また役場の職員が、まず備蓄している、備蓄しようとして

いる品物を配布していく。もしそれからまた足りないということであれば、昨

年コメリさんとも物資の災害協定を結んでおりますので、そちらからまた購入

もしくは国のほうから、またプッシュ型で今、各それぞれの必要に応じた備蓄

品というのがプッシュ型で送られるようになっておりますので、そちらのほう

を活用してもらいたいというふうに考えております。 

 

はい、分かりました。あくまでも足らない場合にということで、ということ

で理解しておきます。これがメインになっていくというわけじゃないんです

ね。 

そしたら、予算書の１３７ページの、広域消防組合の負担金が、金額で増え

てるんです。もともとこれ、減っていきますよという話やったけど、何で増え

ているのかなと気になりましたので、その内容を教えてもらえますか。 

 

来年度につきましては、主な要因となった、広域消防組合の予算として、人

件費のほうが約３億６，３００万程度増額するということになっております。 

その要因といたしましては、主に人事院勧告や退職者の発生、退職関係の費
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安全安心

用の増額で、また定年延長の職員の増額となっております。 

それも踏まえて分担金が増額していくと。またその要素として、ひとつの要

素として、救急割合というのも新たに令和３年度からその負担割合の計算方法

に入っておりまして、２２９件増額しているということで、その起因となった

要因となっております。 

 

では、当時想定していなかった部分で、新たに発生したものだということで

理解をしておきます。 

 

そのほかございませんか。 伴委員。 

 

１４１ぺージの下から二つ目のかまどベンチ設置工事で６万６千円となって

ますけど、金額も小さいし、これは１個だけなのか。そしてどこに置かれるの

か。そのあたり教えてください。 

 

 曽谷安全安心課長。 

 

こちらのほうにつきましては、仮称の龍田西地区地域交流館のほうに置く予

定をしております。また地域の防災士さん、三室地区でございますけども、自

主防災さんからのご要望もございまして、その地域交流館の中にかまどベンチ

の設置を計画しております。この６万６千円については、今年度でかまどベン

チの購入をすでに終わっておるんですが、実際設置するに当たり、基礎工事が

必要になってきたということの中で、新年度で、基礎工事だけ行わせていただ

いて、設置は駐車場、つまり建物ができたら、並行して設置を今進めていると

ころでございます。 

 

ちょっと今の説明で、１点だけ。６万６千円でかまどベンチができるのか、

それとも基礎だけが６万６千円かかったのか。かまどベンチ全部、基礎も入れ

て６万６千円か。そこだけ、教えてください。 

 

失礼しました。かまどベンチの基礎だけという。基礎の工事だけのものでご
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ざいます。かまどベンチについては、物は２５万程度になります。 

 

そのほかございませんか。 小城委員。 

 

予算書の１４３ページの１８番の自主防災組織の補助金のとこなんですけ

ど、今、これは現在ある所に対しての補助金なのか。新設する所に対しての補

助なのか。教えていただいていいですか。 

 

曽谷安全安心課長。 

 

今、３０団体ございまして、それの各団体さんへの補助金、プラス新たに設

置された場合、設置された団体にも一応計上させていただいているところでご

ざいます。 

 

３０団体ということは、１団体に対しての割合というか、団体、もう一律で

決まった額の補助金なのかどうなのか、教えていただけますか。 

 

自主防災の会員数によりまして６万円から２万円の区分がございます。その

区分に基づいて年間の費用を交付させていただいているということになりま

す。 

 

それってあれですかね、使い道とかって、その報告とかというのは受けたり

はしているんですか。 

 

毎年決算書を頂戴しまして、確認をさせていただいているところでございま

す。 

 

ありがとうございます。よろしくお願いしたいと思います。 

あと防災士の育成事業、これたぶんずっとやっておられると思うんですけ

ど、昨年度というか、この予算に対してだいたい満額ぐらいの人の応募であっ

たり募集というのはあるんですか。 
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今年度おひとり交付の申請がございまして、今、令和元年度からこの事業を

行っておりまして、今１０名の、交付された、交付した人数については１０名

いらっしゃいます。 

また、以前から含めますと、かなりの奈良県防災士会さんに加盟されている

防災士さんもたくさんいらっしゃるんですけども、令和元年度からこの事業を

行っておりますので、今１０名という形になっております。 

 

たぶん、皆さん、補助金とか見てこられると思うんですけど、なられた方

が、この補助漏れないように周知徹底していただけたらと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

そのほか。 奥村委員。 

 

先ほどのかまどベンチのことで質問させていただきたいんですけども、この

かまどベンチというのは、斑鳩町としては、龍田西地域交流館が最初の設置に

なるんでしょうか。 

 

曽谷安全安心課長。 

 

おっしゃるとおりで、初めてになります。この龍田西地区をモデル的な形で

考えておりまして、また使い勝手であるとかというのも、いろいろ検証しなが

ら、設置してまいりたいというふうに考えております。 

 

龍田西地域交流館のものを、かまどベンチを見て、やっぱりうちの自治会に

もそういうものがほしい、つくりたいなって思う場合は、安全安心課に申請を

出すんでしょうか。 

 

現在のところ、補助制度等々もございませんが、また今後その活用方法も確

認にしながら、検討してまいりたいというふうに考えております。 
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はい。ありがとうございます。全面的に２５万円を補助してもらうとかって

いうことじゃなくても、自治会である程度頑張るとかいうようなこともあり得

るかなと思いますので、それもまた検討のほう、よろしくお願いします。 

 

ほかにございませんか。 

 

 （ な  し ） 

 

これをもって、第８款 消防費に対する質疑を終結します。 

 次に、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予備費につ

いて、あわせて説明を求めます。 西巻総務部長。 

 

それでは、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費及び第１２款 予備費

について、ご説明を申しあげます。失礼して、着席にてご説明をさせていただ

きます。 

はじめに、第１０款 災害復旧費です。一般会計予算書の１７６ページから

１７９ページをお願いします。第１０款 災害復旧費では、災害の発生に伴

い、早急に各施設の災害復旧に対応できるよう、名目として１千円を、それぞ

れの科目に計上しています。 

続きまして、１７８ページと１７９ページの第１１款 公債費です。はじめ

に、第１目 元金です。新年度は８億３，０４３万４千円を計上しています。

前年度と比較して７３９万１千円、０．９％の減となっています。 

減額となった主な要因は、平成１５年度及び平成１６年度の臨時財政対策債

や、平成２５年度の斑鳩東小学校耐震化に伴う町債などの償還が終了したこと

によるものです。 

次に、第２目 利子では、新年度は２，４８１万５千円を計上しています。

前年度と比較して１２０万３千円、４．６％の減となっています。 

町債の活用については、世代間の負担の公平性を考慮しながら、本町の行政

課題を克服していくためには、建設地方債をはじめ、特例債である臨時財政対

策債の活用もやむを得ないものと考えていますが、ただ、後年度、確実に財政

負担が生じることから、可能な限り、借入金の縮減に努めるなど慎重に対応し
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てまいりたいと考えています。 

最後に、１５４ページの第１２款 予備費です。不時の支出に備えるため５

千万円を計上しています。 

以上で、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費及び第１２款 予備費に

ついての説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１

２款 予備費について、質疑をお受けします。 

 

（ な  し ）  

 

これをもって、第１０款 災害復旧費、第１１款 公債費、第１２款 予備

費に対する質疑を終結します。 

以上で、総務部・会計室・議会事務局所管に係る予算についての審査を終わ

ります。 

暫時休憩します。 

 

（ 午前１０時５７分 休憩 ） 

（ 午前１０時５８分 再開 ） 

 

再開します。 

理事者入れ替えのため、１１時２０分まで休憩します。 

 

（ 午前１０時５８分 休憩 ） 

（ 午前１１時２０分 再開 ） 

 

再開します。 

それでは、住民生活部所管に係る予算審査を行います。 

初めに、第２款 総務費について、説明を求めます。 

 栗本住民生活部長。 
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それでは、第２款 総務費のうち、住民生活部が所管いたします予算の概要

につきまして、ご説明を申しあげます。着座にて失礼いたします。 

予算書の５７ページをお開きください。第２款 総務費、第１項 総務管理

費、第１目 一般管理費のうち、第１２節 委託料において住民課所管の無料

法律相談委託料として、その必要経費１４４万１千円を計上しております。 

次に､６８ペ－ジから７１ページの第３項 戸籍住民基本台帳費でありま

す。第１目 戸籍住民基本台帳費で、新年度は６，５０６万６千円を計上して

おり、前年度と比較して５６６万９千円、８．０％の減となっております。住

民基本台帳ネットワークシステムや、戸籍システム等の機器保守業務委託料な

どを計上しております。新年度では、戸籍総合システムの標準化、及び、戸籍

の振り仮名設定に係るシステム改修を行ってまいります。 

以上で､第２款 総務費のうち、住民生活部の所管に係ります予算の説明とさ

せていただきます。 

 何とぞ､よろしくご審議いただきますようお願い申しあげます｡ 

 

説明が終わりましたので、第２款 総務費について質疑をお受けします。 

 木澤委員。 

 

 予算書の７１ページですけども、毎回確認させてもらってますんで、マイナ

ンバーカードの枚数と交付率ですね、教えてもらえますか。 

 

 峯川住民課長。 

 

 それでは、マイナンバーカードの交付実績でございます。 

 今年度の実績としましては、令和６年１月末で２，５８０枚でございまし

て、累計で２１，４０５枚、交付率としましては、７６．１％でございます。 

 

 中川議長。 

 

 このマイナンバーカードの交付事務と、支援業務委託料６４７万５千円とい
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うのは、これは国から入ってくるというふうに考えておいたらええんかな。 

 

 峯川住民課長。 

 

 国のマイナンバーの交付金ですね、これで充当するという形で入ってくると

考えていただいて結構です。 

 

 小城委員。 

 

 ５７ページのですね、無料法律相談委託料というところで、多分やられて

て、来られる方とかで待ちがあって、受けれないとかというのはいたりするん

ですか。 

 

 峯川住民課長。 

 

 無料法律相談、予約については時期によって比較的満タンになるときという

か、待ちが出て、２か月後とかになるときもありますけれども、現在、２月、

３月とかに関しては、１週間後、２週間後とかが空いていたりしますので、状

況によって埋まるときもありまして、そういう方にはキャンセル待ちであった

りとかを待っていただくこともございます。 

 

 特段、今までどおりで増やす必要はないという認識でいいんですかね。 

 

 状況に応じてということはありますけども、今のところ第２、第３、第４火

曜日という形で一日６枠ございますので、そういった形でやっていかせていた

だきたいと思っております。 

 

 ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 
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これをもって、第２款 総務費に対する質疑を終結します。 

次に、第３款 民生費について、説明を求めます。 

 栗本住民生活部長。 

 

それでは、第３款 民生費のうち、住民生活部が所管する各科目の予算につ

きまして、ご説明を申しあげます。着座にて失礼いたします。 

一般会計予算書の７４ページをお願いをいたします。 

はじめに、第１項 社会福祉費であります。７４ページから７７ページの第

１目 社会福祉総務費では、新年度は３億５，００２万円を計上しています。

前年度と比較して１，９３１万５千円、５．８％の増となっています。 

主な予算の内容は、職員に係る人件費のほか、社会福祉団体への補助金、国

民健康保険事業特別会計への繰出金となっております。 

７７ページの第２７節 繰出金で、国民健康保険事業特別会計への繰出金と

して、制度上の負担割合に応じて支出する法定繰出金として２億２，８６０万

７千円を計上しております。 

次に、第２目 国民年金事務取扱費であります。新年度は５８８万１千円を

計上しており、前年度と比較して１８６万５千円、２４.１％の減となってお

ります。国からの委任を受けて行う国民年金事務に携わる職員の人件費などを

計上しています。 

次に、７６ページから７９ページの第３目 老人福祉費であります。 

新年度は８，５３４万６千円を計上しております。前年度と比較して３万５

千円、０．０４％の増となっています。 

その主な内容は、７９ページ、第１８節 負担金補助及び交付金で、三室園

組合への負担金として３，１８５万８千円、第１９節 扶助費では、老人福祉

施設措置費として６２７万円、高齢者優待券交付費として１，７８９万４千

円、高齢者外出支援タクシー基本料金助成金として１，１７０万８千円などを

計上しております。 

次に、７８ページから８１ページの第４目 老人憩の家運営費であります。 

新年度は３，５６１万４千円を計上しております。前年度と比較して１，０

０５万９千円、３９．４％の増となっております。老人憩の家の会計年度任用

職員の人件費のほか、施設の維持管理等に必要な費用であります。令和６年度
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においては、東西の老人憩の家において、照明化設備ＬＥＤ化工事に伴う費用

を計上しております。 

次に、８０ページから８３ページの第５目 医療対策費であります。新年度

は２億３，００７万７千円を計上しております。前年度と比較して２，３８０

万２千円、１１．５％の増となっております。 

子ども医療費の助成では、より一層の子育て支援策の充実を図るため、８月

からは、１８歳までの子どもに係ります医療費の窓口負担が不要となります現

物給付制度が導入される予定になっております。また、引き続き、心身障害者

医療費助成等についても、県の補助基準を拡大して実施をしてまいります。 

次に、８２ページから８３ページの第６目 人権対策費でございます。 

新年度は５４万８千円を計上しており、前年度と比較して１２万２千円、１

８．２％の減となっております。人権思想の普及、人権意識の高揚を図るため

に実施する街頭啓発や、差別をなくす町民集会などに係る費用を計上しており

ます。 

次に、８２ページから８５ページの第７目 障害福祉費であります。新年度

は９億３，４９０万４千円を計上しております。前年度と比較して４，０２８

万８千円、４．５％の増となっております。この費目につきましては、障害者

総合支援法に基づくサービスの給付が大半を占めており、８５ページの第１９

節 扶助費で８億７，６２４万３千円を計上しております。 

次に、８６ページから８７ページの第８目 ふれあい交流センターいきいき

の里管理運営事業費であります。新年度は４，２３８万１千円を計上していま

す。前年度と比較して７０５万４千円、１４．３％の減となっています。この

減額につきましては、令和５年度において、照明設備ＬＥＤ化更新工事を予算

計上していたためでございます。ふれあい交流センターの会計年度任用職員の

人件費のほか、施設の維持管理費等に必要な費用であります。 

次に、８８ページから８９ページの第９目 介護保険事業繰出費でありま

す。新年度は４億５，１４１万１千円を計上しております。前年度と比較し

て、１，１３１万円、２．６％の増となっております。介護保険の給付に係る

町の法定負担分の１２．５％にあたる介護給付費繰出金３億１，０１６万５千

円のほか、地域の支援事業費に係る町の負担分、職員の人件費や事務費の経費

に係る費用及び介護保険低所得者保険料軽減に係る繰出金を計上しておりま



 - 45 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

次に、第１０目 総合保健福祉会館管理運営費であります。施設の維持管理

等に必要な費用として、新年度は７，６７３万１千円を計上しております。前

年度より１，２６８万２千円、１９．８％の増額となっております。 

総合保健福祉会館は、保健・福祉の活動拠点施設として、多くの皆様にご利

用いただいているところではありますが、環境に配慮した公共施設整備の一環

として、温室効果ガスの削減を図るため、照明設備のＬＥＤ化を行うにあたり

必要な費用として、８９ページの第１４節 工事請負費で３，６８０万円を計

上しております。 

次に、第１１目 後期高齢者医療費であります。新年度は４億９，２９０万

２千円を計上しております。前年度と比較して２，９２７万７千円、６．３％

の増となっております。医療給付に要する費用のうち、町の法定負担分を奈良

県後期高齢者医療広域連合に納付するほか、事務経費、広域連合の運営に係る

経費の負担、そして低所得者に対する保険料の軽減措置に係る補填分を後期高

齢者医療特別会計に繰り出すものとなっております。 

続きまして、第２項 児童福祉費であります。はじめに、９０ページから９

３ページの第１目 児童福祉総務費では、児童福祉事務に関わる職員の人件費

と、保育所、学童保育、児童手当以外の事務や事業に係る費用として、新年度

は１億４，４５９万４千円を計上しています。前年度と比較して３億８，７３

２万７千円、２７．1％の減となっております。この減額につきましては、令

和５年度におきまして、本年４月に開園予定の認定こども園整備費補助金の予

算を計上していたためであります。 

９１ページをご覧ください。新年度は、令和７年度から５か年を計画期間と

する、第３期子ども・子育て支援事業計画を策定するための費用として、第１

２節 委託料で、子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料１５５万９千円

を計上しています。 

また、９３ページ、第１８節 負担金補助及び交付金で、保育士の給与改善

補助金、障害児保育補助金等の増額により、町内の私立保育所等の運営のさら

なる支援を行うための費用として、私立保育所運営費補助金４，０２４万７千

円を計上しています。 

また、第１９節 扶助費で、妊婦等がタクシーを利用する際のタクシー料金
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の一部を助成するマタニティ・子育てタクシー基本料金助成金について、助成

対象者を拡大し２０万円を計上しています。 

次に、９２ページから９５ページの第２目 保育園費であります。保育士な

どの人件費を含む町立保育所の運営に要する費用として、新年度は４億４，６

２３万２千円を計上しております。前年度と比較して１，０１８万８千円、   

２．３％の増となっております。 

９５ページをご覧ください。町立保育所において、通常保育のほか、引き続

き、延長保育や一時預かり、障害児保育を実施するにあたり、保育士を安定的

に確保するため、第１２節 委託料で、保育士派遣業務委託料２，２４５万４

千円を計上しております。また、より安全・安心な保育環境の提供に向けて、

町立保育所の保育室に記録用カメラを設置するための費用として、第１２節 

委託料で１６２万８千円を計上しております。 

次に、９４ページから９５ページの第３目 児童保育費であります。新年度

は６億２，８８８万６千円を計上しております。前年度と比較して２億７，０

３５万８千円、７５．４％の増となっております。この増額につきましては、

本年４月に町内に二つの認定こども園が開園することに伴うものでございま

す。 

予算の内訳は、町外の公立保育所入所委託料として６２４万２千円、町内の

斑鳩黎明保育園、小規模保育所ほうりゅうじみなみ、レイモンド斑鳩こども園

の保育認定、認定こども園法隆寺幼稚園の保育認定の入所委託料として４億

５，９８９万８千円、レイモンド斑鳩こども園及び認定こども園法隆寺幼稚園

の教育認定の入園委託料として１億６，２７４万６千円を計上しております。 

次に、９６ページから９７ページの第５目 児童手当支給事業費でありま

す。児童手当及びその給付に要する事務費として、新年度は４億９，７９４万

１千円を計上しております。前年度と比較して４，０９６万２千円、９％の増

となっております。この増額につきましては、本年１０月分から、支給期間の

高校終了までの延長、所得制限の撤廃等の制度改正に伴うものであり、制度改

正に伴うシステム改修業務委託料として、第１２節 委託料で２０９万３千円

を計上しております。 

最後に９８ページから９９ページの第３項 災害救助費であります。第１目 

災害救助費で、前年度と同額の２千円を計上しております。万一の災害の発
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生に備え、早急な対応を図るための名目予算となっております。 

以上で、第３款 民生費のうち、住民生活部が所管する予算の説明とさせて

いただきます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申しあげます。 

 

ここで１時１０分まで休憩します。 

 

（ 午前１１時４０分 休憩 ）   

（ 午後 １時１０分 再開 ）   

 

再開します。      

説明が終わりましたので、第３款 民生費について質疑をお受けします。 

溝部委員 

 

一般会計予算書の７７ページ、１８番の負担金補助及び交付金で、社会福祉

協議会に補助金として、いつも計上していただいていると思うんですけれど

も、今回、監査報告を読ませていただいたんですけれども、監査委員さんから

いろいろとご指摘があったかなと思うんですけれども、それについて、斑鳩町

としてはどういうふうに考えて、これからどういうふうな形で関わっていくと

いうか、どういうふうに思ってらっしゃるのか、ちょっと教えていただきたい

なと思うんですけども。 

 

中原福祉課長。 

 

今回、議会の資料の中で、報告第１号の監査結果の報告についてという中で

の、財政援助団体等監査結果報告書を、今回は令和５年度は斑鳩町社会福祉協

議会にされた、この監査結果を受けてということだと思うんですけれども、こ

の斑鳩町監査委員さんがですね、令和５年１１月１６日に実施をされました斑

鳩町社会福祉協議会への監査の結果報告書についてで、これを町として読ませ

ていただきまして、斑鳩町社会福祉協議会はですね、斑鳩町における社会福祉

事業などの健全な発達や社会福祉活動の活性化により、地域福祉の増進を図る

ことを目的に、日々様々な事業を実施していただいておりますけれども、その
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運営に当たり、事業を実施する財源におきまして、毎年基金等の取り崩しも行

っており、報告書にも書かれていますように、今後、自主財源の確保も必要で

はないかとの感想を持ったところでございます。 

町といたしましては、今年度より斑鳩町職員を１名、社会福祉協議会に派遣

をいたしまして、社会福祉協議会職員についても１名を斑鳩町福祉課へ派遣す

る人事交流を実施しておりまして、これらの事業も含め、社協との連携を深

め、今後も支援を継続する中で、社会福祉協議会の体制づくりを考えてまいり

たいと考えております。 

報告書の最後の、報告書に沿える意見にも監査委員が書かれていますよう

に、社会福祉協議会には、行政、住民及び福祉関係者等とともに、地域の福祉

課題生活課題の予防及び解決に取り組み、真に支援を必要とする人に福祉サー

ビスを積極的に提供することができる福祉のまちづくりのために取り組んでい

ただきたいと書かれておりますように、町といたしましても、そういうふうに

考えているところでございます。 

 

ありがとうございます。今おっしゃっていただいたように、福祉の細かいと

ころを取り組んでいただいている大切な事業だと思いますんで、ただその独立

した団体だとも思いますので、どのように斑鳩町が関わっていくかというのは

ちょっと私も分からないですけれども、住民さんがまたサービスをしっかりと

受けれるように、支援できるとこは支援してほしいなというふうに思います。    

９５ページ、１２番委託料の下から３行目の保育士派遣業務委託料というと

ころが、前年度の予算よりもちょっと大きくなっているかなと思うんですけれ

ども、ここについて、増額の理由というのをちょっと教えていただけたらと思

います。 

 

中尾子育て支援課長。 

 

保育士の派遣につきましては、町立保育園のほうで、令和５年度から本格的

に派遣保育士のほうを雇用させていただいておりまして、こちら、当初予算と

の比較では大幅に増加しているんですけれども、令和５年度９月で補正させて

いただいておりまして、令和５年度の予算現額が２，７７０万３千円となって
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木澤委員 

 

 

 

福祉課長 

 

おります。現在７名派遣の保育士の方に来ていただいておりまして、来年度に

つきましては、５名で計上はさせていただいております。 

主に派遣保育士の方に担っていただいている部分というのは、どうしても町

立保育園が７時３０分から、夜の８時まで開園していることから、正職員とあ

とフルタイムの保育士につきましては、ローテーション３交代で勤務をしてお

ります。早朝とか夜間については、なかなかローテーション勤務で回り切れな

いところとか、あと育児の時短勤務を取る職員等もおりますので、そういった

働き方の改革といった面から、長時間の延長の保育を担っていただける方、ま

た早朝だけ来ていただける方というのを、派遣保育士で今担っている状況にな

っております。 

 

ありがとうございます。 

 

ほか、ございませんか。 木澤委員。 

 

予算書の７９ページ、１８節の介護職員の初任者研修の受講就労助成金です

ね、こちらのほうは金額下がっているんですけど、実績としてはどういった感

じですか。 

 

中原福祉課長。 

 

介護職員の初任者研修受講就労助成金の実績ですけれども、令和５年度現

在、現時点でありますが、令和４年度に引き続き、助成実績はゼロでございま

す。 

 

介護の担い手がなかなか減ってきているということで、こちらについても活

用していただきやすいものでつくったのかなと思ったんですけど、この実績が

ゼロというのはどういうふうに理解したらいいでしょうか。 

 

まず、この助成金はですね、現在介護施設等に就労していない方を対象とし

て、県のほうからつくられた事業なんですけれども、町といたしましては、対
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福祉課長 

 

 

木澤委員 

 

福祉課長 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

象者がそういう事業者に、まず相談であるとか、就労希望であるとかを話して

いく機会が多いのかなということで、昨年度に引き続きまして、介護事業者が

集まっている機会を通してですね、斑鳩町としてもこういった事業をしており

ます、相談があった場合は、こういった紹介をしていただいて、斑鳩町のほう

にまた申請なり相談等をいただけたらということを周知啓発をしているんです

けれども、現実実績がゼロという状態です。 

やはり事業者の方等とも話しているんですけれども、やっぱり希望ある方と

いうのが、何らかの過去に資格を持っていた方とか、経験のある方がほぼで、

全く資格持ってない方の相談というのが、やはりなかなかないとのことで、こ

の事業が対象者がそうなっておりますので、結果として、いろんな施策が県と

してもされているんですけど、その中のこの一施策として、ちょっと実績が結

果としてないという状況になっているのかなと思っております。 

 

これ昨年の制度としてされているということですけど、制度始まって何年に

なりますか。 

 

すみません。確定はないんですが、令和元年度からではないかと考えており

ます。 

 

分かる範囲で構いませんので、その間の実績って。 

 

斑鳩町におきましては、令和２年度に１件あったのみでございます。 

 

以前にもこれ質問させていただいたかなと思うんですけど、こういう制度を

活用していただいて、介護の担い手が増えていただければいいなという思いで

はいたんですけど、なかなかこの制度としてはちょっと活用がないということ

であれば、また別の形でそのサポートしていただけるような方向性もありなの

かなと。県でやっている制度ですので、また県のほうでも検討されるのかなと

思いますけど、予算的には有効な使い方をしていただきたいなと思いますの

で、その点だけ、ちょっと意見申しあげておきます。 

続いて、予算書９５ページのところの保育園の記録用カメラですね。新たに
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事業というか、設置をされるということで、実際に保育園でいろいろ全国的に

は事故なんかもあるので、設置をされることについて、私はいいのかなという

ふうには思うんですけど、もう一度その目的等を聞かせていただけますか。 

 

中尾子育て支援課長。 

 

保育園の保護者の方が安心して子どもさんを預けていただける施設であると

いうところが一番大きいことなんですけれども、安全安心な保育環境を提供す

るということと、あと日々の教育保育というのを保育士自身が振り返るツール

としても活用することができますので、そういったことで保育の質を向上させ

ていくということも、このカメラ設置の目的としております。 

 

活用はしていただければいいかなと思うんですけど、ひとつ気になったの

は、その保護者の方に対して、もうすでにお話とかはされているんでしょう

か。 

 

保護者の方につきましては、この予算可決されましたら、また保護者会さん

等にご説明のほうはさせていただこうとは考えています。今はまだしておりま

せん 

 

しっかりと理解もらってからスタートするのが必要かなと思いますので、お

願いしておきます。 

 

ほかございませんか。 伴委員。 

 

７９ページの１８節 負担金補助及び交付金の一番上の老人クラブの助成

金、これ昨年から下がって３５万５千円が２９万９千円になっているんです

が、これ、僕のイメージからすると、老人クラブはしんどいというのはよく聞

くんですけど、これ下がっているいうのは、どんな、なぜこうなっているの

か、ちょっと教えてください。 
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中原福祉課長。 

 

令和６年度老人クラブの助成金、２９万９千円が昨年と比較しまして、５万

６千円下がっております。これのまず根拠といたしましては、老人クラブのこ

の助成金につきましては、三つの、三つといいますか、まずこの予算の積み上

げに、クラブ数、クラブ数の中にも５０人以上の適正クラブの数と３０人から

５０人の小規模のクラブ数、さらに会員数が何人かというところで、単価が決

まっておりまして、それを積算することになります。 

昨年、令和５年度と令和６年度を比較しまして、この５０人以上のクラブ

が、人数が減少したことにより小規模になったということで１減と、小規模の

３０人から５０人のクラブが、総数がさらにまた１減になったというところ。

それと会員数が、令和５年度１，００５人の登録者数が、８１９名になったと

いうところで、その会員数の減に伴いまして、予算額としては５万６千円分

が、縮小したということになります。 

 

今お聞きしまして、高齢化率が上がっているという中で、なかなかそのコミ

ュニティが難しいのかなと思って聞いてたんですが、町として原因、なぜこう

少なくなっている、小さくなっている。このあたり分かる範囲で何かありまし

たら教えてください。 

 

老人クラブの会員の減少についてのご質問でございますけれども、昨今、こ

の状況というのは、斑鳩町だけでなく他市町村、全国的にも同じような傾向が

あるとニュース等でも聞いております。 

これらの原因として考えておりますのが、企業の定年年齢の延長、また再雇

用が進んでおり、就労形態がかなり昔と比べて多様化し、高い年齢のところま

で働かれている方が多くなっていること、また個人の個々の趣味とか機会づく

り、仲間との付き合い方等、非常に多様化してきていると考えておりまして、

組織に縛られたくないという理由から、個人でとか、また老人クラブ以外のグ

ループ、サークル等、仲間同士の活動等をされている方が増えていることが大

きな理由なのかなというふうに考えているところでございます。 
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国保医療

課長 

 

 

 

 

小城委員 

 

 

よう分かりました。結構です。 

 

ほかございませんか。 小城委員。 

 

８１ページの１９番扶助費の子ども医療費助成金のところなんですけど、８

月から窓口負担がなくなるというところで、これに関して、今まであった、そ

の業務量であったり、職員さんの負担というのは減るんですか。 

 

猪川国保医療課長。 

 

今の現物化が始まることで、役場の方の事務のほうはどうなのかということ

のご質問でございますが、現物化と申しますのは、窓口負担を今までしていた

だいた分につきまして、それを窓口で負担していただくことが、現物化という

ことでございますが、事務量としましては、今ではその自動償還でやっており

ました分を、口座振り込みするというような事務がございましたが、そういっ

た部分がなくなりますが、そういった、それ以外のいわゆる給付を行うという

事務については残ってまいりますので、大きな事務の事務量が減るというとこ

ろの部分では、なっているところではございません。 

 

ということは、今までと変わらず、事務費というか、それの費用というのは

下がらないという認識でいいですか。 

 

こちらの事務として事務のかかってくる費用としては同等でありますけれど

も、いわゆる振り込み、連合会や支払基金といったところで自動償還から現物

給付に変わるということの、そういった事務費用については若干変動がありま

すので、６年度につきまして、いわゆる手数料関係で増える結果となっており

ます。 

 

はい、ありがとうございます。あとは、これまで質問もしてきて、なかなか

県の条例改正であったり、そういうのが必要で、なかなかできないところがあ

って、その１個懸念としては現物支給をすることによって、医療にかかる回数
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が多くなったり、そこに対する費用が多くなるんじゃないかという懸念がされ

たと思うんですけど、そのあたりで、万が一そんなことはないとは思うんです

けど、無茶苦茶医療にかかる方が増えて、国保に対する費用が増えた場合はど

うするかって考えておられますか。 

 

これまで６歳未満の未就学児につきましては、すでもう現物化が始まってお

りました。そういった中で現物化が始まった段階で、費用的に大きく変わって

きているかと申しますと、それについては医療を受けておられる人数というの

は今までで大きな変化というのはございませんので、今後も１８歳に拡大され

たとしましても、ご心配いただくような急激な増加というのは見込んではいな

いところでございます。 

 

はい、ありがとうございます。そこに関しては理解いたしました。 

続いてですね、８７ページのふれあい交流センターいきいきの里のところの

１３の使用料のカラオケのところなんですけど、今、結構利用者まだたくさん

おられて、機材はどんな感じ、最新のものなのかというのは分かりますか。 

 

中原福祉課長。 

 

現在、現時点でカラオケについてはまだ、コロナ禍以降まだ利用を止めてお

ります。機器についてはコロナ禍前の、ただ通信ですので、当然曲的なところ

とか、そういったのは絶えず、使い始めたら最新のものにはなっているもので

ございます。 

 

微々たるもんでありますけど、コロナ禍で、やってなかったから仕方ないけ

ど、また再開ってなったら、利用していただけるような取組みというのは、ぜ

ひともしていただきたいなと思います。以上です。 

 

ほかございませんか。 木澤委員。 

 

９３ページのとこのマタニティ・子育てタクシーの基本料金の助成ですけ
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ど、充実をされるということで、これはこれでいいと思うんですけど、ちょっ

と実績、今年度どんな感じか、教えてもらえますか。 

 

中尾子育て支援課長。 

 

令和５年度の実績で、１２月までで２１件、３万３，６４０円の助成金額と

なっております。 

 

４年度と比べたらどんな感じですか。 

 

４年度は３４件で７万２，８３０円の実績となっております。 

 

以前から利用は思ってたよりも伸びないなということで言ってきましたけ

ど、充実をされるのは全然いいんですけど、その利用の促進についてはどんな

ふうに考えておられますか。 

 

利用につきましては、現在も妊娠届時、母子手帳を交付するときに全ての方

にこういった制度がありますよというご案内はさせていただいております。ま

た保健センターのほうで訪問に行かれる際にも、こういった制度については周

知をしておりますので、そのあたりにつきましては継続してさせていただきた

いとは思っております。 

また、制度の内容変更につきましては、また広報紙、ホームページ等で周知

を行っていく予定としております。 

 

母子手帳発行の際とか、今までにも周知は、お知らせはしていただいていた

けど、なかなか皆さん、いうことでだったと思うんですけど、何ていうのか

な、啓発の仕方として、もうちょっと何か制度を利用いただくのに促進できな

いかなと思ったんですけど。 

 

こちらの制度については、乳幼児をお持ちの方とか、妊婦の方で、タクシー

を利用されたときということですので、全ての方がタクシーを利用されている
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わけではございませんので、ニーズ量がどれぐらいあるのかというのはなかな

かはかりにくいところはあるんですけれども、実際、窓口等で今回拡大させて

いただいたのは、１歳までしか利用できない制度でありますので、どうしても

ご家庭で子育てされている方で車をお持ちでない方については保健センターに

来られるとき、３歳までぐらいは毎日、つどいの広場なども利用されておりま

すので、そういった場合にこれからも使いたいというお声もありましたので、

今回拡大させていただいたというところもございます。 

制度の周知につきましては、対象となる方全ての方に今お知らせしている状

況ですので、また効果的な方法につきましては今後検討させていただきたいと

思います。 

 

これをもって第３款 民生費に対する質疑を終結します。 

次に、第４款 衛生費について、説明を求めます。 

 栗本住民生活部長。 

 

それでは、第４款 衛生費のうち、住民生活部が所管する各科目の予算につ

きましてご説明を申しあげます。着座にて失礼いたします。 

一般会計予算書の９８ページをお願いいたします。 

はじめに、第１項 保健衛生費であります。９８ページから１０１ページの

第１目 保健衛生総務費では、新年度は１億４，７７５万１千円を計上してお

ります。前年度と比較して１４６万７千円、１％の増となっております。主な

予算の内容は、職員に係る人件費のほか、王寺周辺広域休日応急診療施設組合

交付金と分担金などを計上しております。 

次に、１００ぺ－ジの第２目 感染症予防費であります。新年度は１億２，

０５３万円を計上しております。前年度と比較して８０７万４千円、７．２％

の増となっております。子どもから高齢者まで、感染症の発生とまん延及び罹

患後の重症化を予防するため、各種予防接種を実施してまいります。 

新年度は、新型コロナウイルス感染症の発症や重症化を予防するため、満６

５歳以上の高齢者を対象に、新型コロナウイルス感染症予防接種を定期接種と

して実施し、接種費用にかかる費用の一部を助成するため、第１２節 委託料

で、新型コロナウイルス感染症予防接種委託料６１２万５千円を計上しており
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ます。 

次に、１００ページから１０５ページの第３目 母子衛生費であります。新

年度は７，０８０万６千円を計上しております。前年度と比較して２，７０７

万８千円、６１．９％の増となっております。 

児童福祉法の改正により、健康対策課に設置の、子育て世代包括支援センタ

ーと、子育て支援課に設置の、子ども家庭総合支援拠点の設立の意義や機能を

維持したうえで組織を見直し、全ての妊産婦、子育て世帯、こどもへ一体的に

相談支援を行う機関として、こども家庭センターを設置し、さらなる支援の充

実・強化に努めてまいります。また、精神障害を持つ保護者など、ケース内容

が複雑化し、対応が困難な事例が増加していることから、ソーシャルワークを

担う精神保健福祉士を会計年度任用職員として配置し、相談支援の強化を図る

ため、第２節 給料で２３５万５千円を計上しております。 

さらに、こども家庭センターなどの関係機関と連携を図りながら、子どもの

疾病等の早期発見と、保護者への育児の助言などを目的とする１か月児健康診

査や、発達障害などの子どもの特性を早期に発見し、就学前までに必要な支援

につなげるための５歳児健康診査を実施してまいります。 

また、産後の心身ともに不安定な時期の母子に対して、心身のケアや育児の

サポート等を行う産後ケア事業では、出産後も安心して子育てができるよう、

利用者負担の軽減を図るため、第１２節 委託料７６５万８千円を計上してお

ります。また、妊娠から出産・子育て期まで一貫した相談に応じ、様々なニー

ズに即した必要な支援につなげるため、第１８節 負担金補助及び交付金で、

出産・子育て応援給付金２，１００万円を計上しております。 

次に、１０４ページの第４目 健康増進事業費であります。新年度は６，１

３６万円を計上しております。前年度と比較して１２７万１千円、２．１％の

増となっております。がんの早期発見、早期治療を図るには、定期的に検診を

受けることが重要となることから、各種がん検診、及び健康教育等の取組みを

すすめてまいります。 

また、歯周疾患検診の対象者を、現行の４０歳以上に２０歳と３０歳を新た

に加え、定期的な歯科検診の機会を通じて、歯と口腔の健康の保持・増進を図

るため、第１２節 委託料で２７１万５千円を計上しております。 

また、健康寿命の延伸にむけて、地域全体で高齢者を支え高齢者が抱える
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様々な健康課題に対応するため、引き続き、高齢者の保健事業と介護予防等の

一体的な実施に取り組んでまいります。 

次に、１０６ページ、第５目 狂犬病予防費であります。新年度は４９万５

千円を計上しており、前年度と比較して１１万３千円、２９．６％の増であり

ます。狂犬病予防集合注射に係ります費用の増額が主な要因であります。  

次に同じく１０６ページ、 第６目 火葬場費であります。新年度は２，８６

０万４千円を計上しており、前年度と比較して２６５万７千円、８．５％の減

であります。町営火葬場に係ります光熱水費及び火葬場周辺対策整備補償金の

減額が主な要因であります。 

今後も引き続き、施設の維持管理に努め、良好な稼働、運営を行ってまいり

ます。 

次に、同じく１０６ページから１０９ページ、第７目 環境対策費でありま

す。新年度は４３１万１千円を計上しており、前年度と比較して７０７万５千

円、６２．１％の減であります。町有施設における効果的・効率的な太陽光発

電等の再生可能エネルギー等の導入に向けた、再生可能エネルギー等導入調査

業務委託料の減額が主な要因であります。 

本調査業務結果を基に、公共施設における再生可能エネルギー等の導入に向

け取り組むとともに、照明のＬＥＤ化に向け、引き続き進めて参ります。 

また、環境保全対策では、引き続き、河川の水質検査を実施するとともに、

環境教室など環境問題について広く学べる機会の提供に努めてまいります。 

次に、第２項 清掃費であります。はじめに、１０８ページ、第１目 清掃

総務費であります。新年度では１，８９３万３千円を計上しており、前年度と

比較して１３２万円３千円、７．５％の増であります。新年度におきまして

も、美化意識の向上を図ることを目的とした、いかるがの里クリーンキャンペ

ーンや、自治会内美化キャンペーンなどの清掃活動を実施するとともに、監視

センサーカメラを購入し、不法投棄・ポイ捨て対策に努めてまいります。 

次に、同じく１０８ページから１１３ページ、第２目 塵芥処理費でありま

す。新年度では４億４，６５２万円を計上しており、前年度と比較して１，０

９８万５千円、２．５％の増であります。ごみの減量化・資源化の促進や高齢

者等のごみ出し支援の充実、そして地域の集積所における課題の解決及び改善

をはかるため、戸別収集体制の整備に向け取り組んでまいります。 
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また、年々、増加傾向にある事業系廃棄物の減量化・資源化を促進する取組

みを進めてまいります。 

最後に１１２ページから１１５ページ、第３目 し尿処理費であります。新

年度では１億１，４０４万７千円を計上しております。前年度と比較して、６

０７万円、５．１％の減となっております。鳩水園の設備補修等を計画的に進

め、適切な維持管理・運営に努めてまいります。 

以上で、第４款 衛生費のうち、住民生活部が所管する予算の説明とさせて

いただきます。よろしくご審議いただきますよう、お願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、第４款 衛生費について質疑をお受けします。 

奥村委員。 

 

１０３ページのこども家庭センターの運営ですけれども、このこども家庭セ

ンターは、今あるものを何か変えるとかいう、仕組みを変えるとかということ

ではなく、このままの体制でこども家庭センターとうたわれていくということ

でしょうか。 

 

徳田健康対策課長補佐。 

 

こども家庭センターのほうなんですけれども、今ある子育て世代包括支援セ

ンターと、児童福祉のほうになります家庭総合支援拠点のほうが合体しまし

て、ひとつの機能として動くことなっております。 

今もう連携等ははかっているんですけれども、より連携を強化するために法

に則って実施していくというふうな形になっております。 

 

はい、ありがとうございます。それでは同じく１０３ページの１歳６か月、

２歳６か月、３歳児健診、５歳児健康診査というところですけれども、これも

し、このときに健康診査に来れなかった方へのフォローというのはどういうふ

うにされていくんでしょうか。 

 

健診の未受診者に対しましては、再度ご案内のほうさせていただきまして、
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別月の健診の機会、ほぼ２か月後になるんですけれども、そのときに再度来て

いただいている方がほとんどとなっております。その機会を逃された方にどう

しても健診のほうに来れないという方につきましては、別日に保健センターの

方にお越しいただき確認させていただいたり、医療機関で受診された結果を参

考にさせていただきながら対応はとっておりますので、今のところ把握できて

いない方はいらっしゃらないです。 

 

それとですね、今回の５歳児健診というのが追加されておりますけども、こ

れは就学前にお一人お一人の状態を確認していく。問題が発見されるかどうか

というとこら辺だと思うんですけども、もし問題が発見されたときに、どのよ

うな支援につなげていこうと思われておりますでしょうか。 

 

５歳児健診につきましては、令和６年度からの新規事業になります。こちら

のほうは５歳児となっているんですが、実際対象となるのは、年中児のお子さ

んになります。その段階で、もし療育等が必要となった場合は、年長の１年間

をかけて療育等を利用していただいて、そのままの就学につなげられるように

ということで考えております。 

 

木澤委員。 

 

予算書１０５ページ、先ほど部長のほうからも説明あったんですけど、その

歯周疾患の検診ですね。新たに２０歳、３０歳になる人も対象とするというこ

とですけど、これの意図、目的を、もうちょっと教えてもらえますか。 

 

徳田健康対策課長補佐。 

 

歯周疾患検診のほうは、国のほうにおきましても、重要度は増しておりまし

て、より早期に今４０歳以上の方を対象にしておりますが、その時点でもう歯

周疾患を患っている方がかなりおられますので、そういった意味でも、より早

期からということで取り組んでいくことになりまして、６年度は２０歳、３０

歳の方を対象に実施するということになっております。 
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通常、歯医者さんに行ってはると思うんで、その啓発をしますとかいうんや

ったら分かるんですけど、その検診もするというのが、それは当然必要なこと

なんですけど、もうひとつ、ちょっとしっくりこないんですけど。 

 

２０歳、若い方でもご自身で予防的に歯科医のほうに通われている方はおら

れるかとは思うんですけれども、まだ受診されていない方もいらっしゃいます

ので、制度としてこういった検診をつくることで、それをきっかけにまた定期

的に通っていただければというふうに考えております。 

 

実施していただくのは別に悪いことじゃないので、反対でも何でもないんで

すけど、そうですね、よく歯医者さんが怖い人とかいうふうに聞きますんで、

そういった方はこちらのほうに来ていただいて、ちょっと確認していただくと

かいうことにつながっていけばいいのかなと思いますんで、ちょっとよく分か

らなかったんで。はい、お願いしました。 

そしたら、続きましてですね、補償の関係のことをお聞きしたいと思うんで

すけど、火葬場と最終処分場とし尿処理場と、この間ずっと補償を続けてき

て、そろそろやっぱりめどをつけていくということで、この間、議論させてい

ただいているんですけど、それぞれ場所場所によってお話ししていただいてい

ると思いますけど、そのお話の状況とか進行具合というのはどんな感じでしょ

うか。 

 

東浦環境対策課長。 

 

衛生施設の建設に伴います周辺対策事業の現状でございますけれども、まず

衛生処理場の周辺対策といたしましては、令和６年度、来年度に整備を予定し

ております事業をもって終了という状況ではございます。 

また鳩水園の周辺対策事業につきましては、現在残事業が３事業残っており

まして、神南自治会ですね、につきましては、平成３１年４月１日その３事業

をもって事業終結という形の覚書を交わしております。 

この３事業につきましては、自治会のほうで、自治会内のほうで協議を、調
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整をしていただいておりますが、なかなか進捗がないということで、現在残っ

てるという状況でございます。 

また最終処分場、それから火葬場に係ります周辺対策事業でございますけれ

ども、東里自治会と現在の残事業の整理作業のほうを自治会と行っており、そ

の整理作業が終わりましたら、最終的に事業をどういった事業で進めていくか

という協議を進めてまいりたいというふうに考えております。 

また白石畑の自治会に対しましても、他の周辺対策事業の状況をお伝えする

中で、終結に向け取り組んでおるところでございます。 

ただやはり周辺対策の関係、地元感情ございますことから、拙速に進めると

いうことはなかなか難しい状況でございますので、今後も引き続き地元のほう

にご理解いただけますよう、粘り強く説明をしてまいりたいというふうに考え

ておるところでございます。 

 

今、報告いただく中やと、火葬場周辺対策の関係が整理作業に入らはったっ

ていうことなんで、一定、お話としては理解していただいてきているのかなと

いう感じで受け止めたんですけども。あと以前、この話させていただいてると

きに、衛生処理場についてはもう令和６年度で終了するということと、あとし

尿処理場の関係でいうと３事業残っているということで、ただそれがなかなか

ちょっと自治会の中で話もされてて、項目としては上がってきてない状況で、

これがだから残ってしまっていくという形になると、以前、だからよそはもう

こういう形で終わりましたよということで、最終処分場なり火葬場なりの周辺

対策をして、お話を持っていくというようなことを言うてはったと思いますん

で、拙速には進めるわけにはいきませんけど、一定めどとしてですね、し尿処

理場の分がずっと残り続けると、その話を持っていくのに、なかなか持って行

きづらいのかなと思いますけど、そこのところはどんなふうに考えてはります

か。 

 

おっしゃるように、なかなか事業が進まない状況の中で、施設があるからと

いって、いつまでも周辺対策事業を継続するというのはどうかということでご

ざいますので、ある一定の期間、何年という区切りはちょっと今申しあげられ

ませんけれども、やはりこのような状況が続く中、継続しましたならば、やは
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り地元のほうにはご説明をさせていただいて、早期終結に向けてですね、お話

を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 

ほかございませんか。小城委員。 

 

１０１ページの１８の子ども・妊婦インフルエンザワクチン接種費用助成金

なんですけど、今年から始まって、その間どれぐらいの実績あったかというの

は、分かりますか。 

 

徳田健康対策課長補佐。              

 

こちらは今年度から実施させてもらっている分でして、接種人数のほうが、

今、１，５２５件になっております。助成率としては２６．４％の現状になっ

ております。           

 

ありがとうございます。１件当たり、助成幾らでしょうか、助成金。たぶん

ちょっとほかの市町村より高かったと思いましたけど。 

 

助成金額は１人当たり２千円になっております。 

 

たぶん今年初めてで、たぶん、興味を持たれている方も多いでしょう。いま

だったら周知をされ、分かり切ってない方もおられるのかなというところもあ

るんで、ぜひとも引き続き続けていっていただきたいなというのと、やっぱり

これをやってもなかなかインフルエンザの流行止められないのかなとは思うん

ですけど、引き続きやっていただければと思います。 

続いてですね、１０３ページの１８番の一般不妊治療の助成金のところなん

ですけど、たぶん、結構保険適用になったりとかして、助成出してない所があ

るんですけど、斑鳩町は出していただいているということで、非常にいいのか

なと思うんですけど、これの利用実績といいますか、実績を教えていただけれ

ばと思います。 
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一般不妊治療の助成のほうなんですけれども、こちらのほうが令和４年の４

月１日から保険適用になることにともないまして、助成のほうも保険適用外の

治療のみを対象とさせていただいております。 

その加減もありまして、本年度の実績は今３名ということになります。 

 

そうですね。たぶんこれの保険適用外のところで、多分１件当たり７万円だ

ったかなと思うんですけど、それって利用者の方々とお話しされていると思う

んですけど、それが果たして多いのか少ないのかというのは、どうなんですか

ね。 

 

助成の金額につきましては、その方によってかなり差があるんですけれど

も、今回一般適用外になっているということで、範囲は一般不妊治療というこ

となので、それにかかった費用は全て助成させてもらっているような形になっ

ています。 

 

これも引き続き町独自やと思うんで、引き続きやっていただければと思いま

す。よろしくお願いします。以上です。 

 

ほかございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって第四款 衛生費に対する質疑を終結します。 

次に、第６款 商工費について、説明を求めます。 栗本住民生活部長。 

 

それでは、第６款 商工費のうち、住民生活部が所管いたします予算の概要

につきまして、ご説明申し上げます。 

予算書の１２２ページをお願いをいたします。第６款 商工費、第１項 商

工費、第１目 商工総務費であります。１２３ページ、第１８節 負担金補助

及び交付金で、斑鳩町シルバー人材センターへの支援として昨年と同額の１，

２５４万９千円を計上しております。 
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高齢者の豊かな経験と技能を生かすとともに、働く機会の充実や活動の場づ

くりを促進するため、シルバー人材センターの活動に対し支援を行います。 

以上で､第６款 商工費のうち、住民生活部の所管に係ります予算の説明とさ

せていただきます｡よろしくご審議いただきますようお願い申しあげます｡ 

 

説明が終わりましたので、第６款 商工費について質疑をお受けします。 

 

（ な  し ）  

 

これをもって、第６款 商工費に対する質疑を終結します。 

２時２０分まで休憩します。 

 

（ 午後２時０１分 休憩 ） 

（ 午後２時２０分 再開 ） 

 

再開します。 

議案第２３号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算についての

審査を行います。 

理事者の説明を求めます。 栗本住民生活部長。 

 

それでは、議案第２３号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算

につきまして、ご説明申しあげます。 

はじめに、議案書を朗読いたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

着座にて失礼いたします。 

それでは、特別会計予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読をいたします。 

 

（ 予算総則朗読 ） 
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初めに、本特別会計の予算総額でありますが、歳入歳出それぞれ２７億８，

０９０万円となっております。 

前年度と比較をして２億１，５５０万円、７．２％の減となっております。 

それでは、予算に関する説明書によりまして、予算の内容をご説明申しあげ

ます。予算書の８ページをお願いいたします。 

初めに、歳入予算につきまして、ご説明を申しあげます。第１款 国民健康

保険税、第１項 国民健康保険税であります。新年度は４億８，４６９万８千

円を計上しております。前年度と比較して２，６９４万２千円、５．３％の減

となっております。予算の内訳は、第１目 一般被保険者国民健康保険税で４

億８，３８８万４千円、第２目 退職被保険者等国民健康保険税で８１万４千

円となっております。 

次に、第２款 使用料及び手数料、第１項 手数料であります。保険料の督

促事務に係る手数料として２０万円を計上しております。 

次に、１０ページをお願いをいたします。第３款 県支出金であります。 

はじめに、第１項 保険給付費等交付金であります。新年度は２０億６，３

３９万円を計上しております。第１目 保険給付費等交付金、第１節 保険給

付費等普通交付金では、本町の療養諸費や高額療養費など保険給付に充てる財

源であり、これに２０億２，９５１万３千円を、また、第２節 保険給付費等

特別交付金では、医療費通知や第三者求償事務などに対する保険者努力支援制

度交付金や特別調整交付金、県２号繰入金、また特定健康診査の負担金などで

３，３８７万７千円を計上しております。 

次に、第２項 財政安定化基金支出金であります。市町村の国民健康保険財

政に赤字が生じた場合や、災害等やむを得ない理由により収入が減少した場

合、県において造成される同基金から資金の貸し付け又は交付を受けることが

できるもので、千円を計上いたしております。 

次に、第４款 財産収入、第１項 財産運用収入であります。第１目 利子

及び配当金で、財政調整基金に係る利子千円を計上しております。 

次に、１０ページから１３ページにかけて、第５款 繰入金、第１項 他会

計繰入金であります。第１目 一般会計繰入金で、新年度は２億２，８６０万

７千円を計上しており、前年度と比較して１，９９３万２千円、９．６％の増
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となっております。保険基盤安定繰入金や職員給与費等繰入金、財政安定化支

援事業繰入金など法定繰入金を計上いたしております。 

次に、第６款 繰越金、第１項 繰越金であります。第１目 繰越金で、前

年度と同額の千円を計上しております。 

次に、第７款 諸収入であります。はじめに、第１項 延滞金加算金及び過

料、第１目 延滞金で２００万円を計上しております。 

次に、第２項 雑入では、新年度は２００万１千円を計上しております。 

主に、交通事故等の第三者行為による返納金の受け入れとして、一般被保険

者第三者納付金で１５０万円を計上しております。また、雑入では、口座振替

受付サービス事業補助金として４０万円を計上しております。 

最後に、１４ページ、第３項 療養費等指定公費返還金では、第１目 療養

費等指定公費返還金で千円を計上しております。この返還金は、過年度分の対

応のため計上させていただいております。 

続きまして、歳出予算につきまして、ご説明を申しあげます。１６ページを

お願いいたします。 

初めに、第１款 総務費であります。はじめに、第１項 総務管理費、第１

目 一般管理費では、新年度は４，１６３万円を計上しております。前年度と

比較して１，７２９万５千円、７１．１％の増となっております。増の主な理

由は、マイナ保険証の実施に係ります国保システム改修委託料の増によるもの

であります。国民健康保険事業に携わる職員の人件費及び被保険者証の発行や

資格管理などに係る事務経費であります。 

次に、第２目 国民健康保険団体連合会負担金であります。これは、国民健

康保険団体連合会の運営に対する負担金であり、新年度は１２６万５千円を計

上しております。 

次に、第３目 共同事業負担金であります。国保事務支援センターで行う国

保事業の共同化に対する負担金で３９０万円を計上しております。 

次に、１８ページ、第２項 徴税費、第１目 賦課徴収費であります。新年

度は１，２１４万３千円を計上しております。国民健康保険税の賦課徴収に携

わる職員の人件費及び賦課計算業務委託など、電算委託料などの費用でござい

ます。 

次に、第３項 運営協議会費、第１目 運営協議会費では２８万８千円を計
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上しております。国保運営協議会の開催に係る委員報酬と、新年度から会議録

作成のための筆耕翻訳料を計上しております。 

続きまして、第２款 保険給付費であります。初めに、第１項 療養諸費で

は、新年度は１７億７，２１４万円を計上しており、前年度と比較して８，５

７１万９千円、４．６％の減となっております。その内訳は、第１目 一般被

保険者療養給付費１７億５，３０８万５千円、２０ページに移りまして、第２

目 一般被保険者療養費１，３４５万９千円、第３目 審査支払手数料で５５

９万６千円を計上しております。退職者医療に係ります費目につきましては、

退職者医療制度が令和６年度から廃止されましたので、廃目としております。 

次に、第２項 高額療養費であります。新年度は２億５，０８１万３千円を

計上しており、前年度と比較して１，７８８万１千円、６．７％の減となって

おります。その内訳は、第１目 一般被保険者高額療養費で２億５，０４０万

円、第２目 一般被保険者高額介護合算療養費で４１万３千円となっておりま

す。第１項療養諸費と同じく、退職者医療に係る費目は廃目となっておりま

す。 

次に、２２ページ、第３項 移送費であります。新年度は、第１目 一般被

保険者移送費で５万円を計上しております。第１項 療養諸費と同じく、退職

者医療に係る費目は廃目となっております。 

次に、第４項 出産育児諸費では、前年度と同額の１，０５０万５千円を計

上しております。内訳は、第１目  出産育児一時金で１，０５０万円、第 

２目 支払手数料で５千円であります。 

次に、第５項 葬祭諸費、第１目 葬祭費では、前年度と同額の１５０万円

を計上しております。 

次に、２４ページ、第６項 傷病手当金、第１目 傷病手当金であります。

新型コロナウイルス感染症に感染した被保険者に係る傷病手当金として５万円

を計上しております。 

次に、第３款 国民健康保険事業費納付金では、新年度は６億５，２１７万

１千円を計上しております。前年度と比較して１億２，９０８万５千円、１

６．５％の減となっております。 

はじめに、第１項 医療給付費分は４億３，０２０万１千円であります。内

訳は、一般被保険者医療給付費分４億２，８９４万５千円、退職被保険者等医
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療給付費分１２５万６千円であります。 

次に、第２項 後期高齢者支援金等分では１億６，８０３万７千円を計上し

ております。 

次に、２６ページ、第３項 介護納付金分であります。新年度は５，３９３

万３千円を計上しております。 

次に、第４款 財政安定化基金拠出金であります。災害等やむを得ない理由

により収入が減少したことなどで、県において造成される同基金から資金の交

付が市町村にあった場合、その基金を補填する財源は各市町村が負担すること

となっているため、名目予算千円を計上したものであります。 

次に、第５款 保健事業費であります。第１項 保健事業費では、新年度は

２５５万４千円を計上しております。 

その内訳は、第１目 人間ドック健診受診費用助成費で２４０万円、第２目 

医療費適正化対策費で１５万４千円であります。 

次に、第２項 特定健康診査等事業費、第１目 特定健康診査等事業費で、

新年度は１，９４４万６千円を計上しております。前年度と比較して３６８万

８千円、１５．９％の減となっております。 

新年度では、特定健康診査対象者を４，０１３人と見込み、受診率４０．

０％として、特定健康診査委託料１，６２６万７千円を計上するとともに、特

定保健指導業務委託料等を計上しております。 

次に、２８ページ、第６款 基金積立金であります。収入超過となった場合

に、基金に積み立てることとなりますので、名目予算千円を計上しておりま

す。 

次に、第７款 公債費であります。第１項 一般公債費、第１目 利子で、

前年度と同額の１０万円を計上しております。第２項 財政安定化基金償還金

では、同基金への返還について、新年度での償還はないことから、費目の設定

として名目の予算を計上したものでございます。 

次に、３０ページ、第８款 諸支出金、第１項 償還金及び還付加算金で

は、新年度は２３４万１千円を計上しております。その内訳は、第１目 一般

被保険者保険税還付金で２３４万円、第２目 償還金で千円となっておりま

す。 

次に、第２項 療養費等指定公費立替金、第１目 療養費等指定公費立替金
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でありますが、千円を計上しております。歳入予算で説明申しあげたとおり、

療養費等指定公費返還金に対する費用として設けているものでございます。 

最後に、第９款 予備費では、前年度と同額の１千万円を計上しておりま

す。 

以上で、議案第２３号 令和６年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算の

ご説明とさせていただきます。 

よろしくご審議を賜りまして、原案どおり可決賜りますよう、よろしくお願

いを申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、国民健康保険事業特別会計予算について、質疑を

お受けします。 木澤委員。 

 

令和６年度に向けてですね、国保税の改定も行われるということで、それぞ

れのモデル世帯の影響額について、資料提出していただいてますんで、それの

説明をまずお願いします。 

 

猪川国保医療課長。 

 

それでは、税率改正によりまして、どういった影響がでますかということで

ございますが、まず資料の表の上段の部分でございますが、加入者が年齢４０

歳から６４歳までの介護分の必要となる世帯でございます。例えば所得が１０

０万円の単身世帯でございましたら年額で１，７００円の減、非課税世帯の場

合でございますと、夫婦が介護分の対象となる世帯でございましたら年額で６

００円の減となると試算しております。 

またその下の３番の加入者が４０歳未満、または６５歳以上の介護分が必要

とならない世帯でございますと、所得が１００万円の単身世帯では年額の変更

がございませんでした。 

次に、２人世帯では１，１００円の増額になると試算しております。 

今回の改正につきましては、いわゆる後期支援分、介護分と所得割、平等

割、均等割を改正しているものでございますので、個々の所得によりまして

は、改定額は異なってまいりますが、全体として平均いたしますと介護分は必
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要となる世帯では、単身世帯では０．６％の引き下げ、２人世帯では０．２％

の引き下げ、また介護分が必要とならない場合の世帯につきましては、単身世

帯で０．３％、２人世帯では０．９％の引き上げということになっているとこ

ろでございます。 

 

ちょっと早くてよく分からなかったとこもあるんですけど、今回介護分につ

いては引き下げになるということで、これはどういった状況から、そういうこ

とになったんでしょうか。 

 

奈良県が算定します保険料につきましては、令和６年度に必要となってくる

医療に要する給付費用を推計する中で、それに対する収納必要な保険料を算定

し、市町村がその必要となる保険料率を国の示しております算定式に基づきま

して、標準保険料率を割り出しております。 

令和６年度、こうして算定された保険料率のうち介護納付金については、当

初、県が単位化スタートした時点よりも、想定したよりも低くなっています

が、奈良県全体で見ましたときに介護保険納付金として支払う部分は少なくな

っているということに原因があると考えております。 

 

例えば斑鳩町で言うと、今回、介護保険の計画が第８期から９期に変わるに

つれて、給付は若干伸びるということですけど、保険料としては、基準額でマ

イナスというような状況があって、国保のほうで介護の中のことは分析されて

ないと思うんですけど、県全体としてそういう傾向があったということで理解

してよろしいんでしょうか。 

 

いわゆる介護保険への各保険者からの支援となる介護納付金につきましては

いわゆるそういった全体として給付、介護給付がどれだけあるかを見る中で、

保険者に割り当てられるものでございますので、奈良県の国保の特会の予算を

見させていただく中でも、納付金につきましては、下がってきていると。 

ただ、全体としてそれが下がってきたからといって、ずっと下がり続けるか

どうかというのは、その年度の精算とかいう部分も、給付の精算とかもありま

すので、そういった部分で上がり下がりがありますけれども、６年度につきま



 - 72 - 

 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

 

 

国保医療

課長 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

 

国保医療

課長 

 

 

 

 

 

 

 

木澤委員 

 

しては下がるということで今算定されている中で、率も下がるという形になっ

たと考えております。 

 

これ予算書を見せていただきますと、令和５年度、県から示されてきた納付

金が７億８千万円程度だったのに対して、令和６年度だと６億５千万円程度に

大きく減ってきてます。ただ、医療費のほうは伸びるというふうに見てはると

思いますんで、ちょっと比較をしたいんですけど、医療分後期分で上がると思

うんですけど、その総額と減る分の介護分ですね、その金額、分かるようやっ

たら教えてほしいんですけど。 

 

今おっしゃっていただいてますのは、奈良県、町としての数字でございます

か。 

納付金としましては、今予算に上げてさせていただいてますように、医療分

で１億２，８００万２９００・円が減っています。５年度に比較して、それだ

けの減額になっております。後期については、納付金につきましては１０８万

７千円、介護分につきましては１７万円の減額というところでございます。 

 

あとそしたら、医療費の１人当たりの金額ですね、令和６年度ではどういう

ふうに見込んではるんでしょうか。 

 

医療費の全体としましては、令和５年度の給付の見込み、いわゆる医療費全

体として費用額を見ましたときに、見込みとしましてだいたい４５万８千円ぐ

らいになってくるのではないかと見込んでおります。 

ただ、令和６年度につきましては、それまでの令和３年度、４年度につきま

しても、給付につきましては大きな減少がないということも含めまして、令和

６年度でも被保険者数というのは減少していますものの、給付についても１人

当たりの医療費の減少は少ないものと考えて、今予算のほうを計上させていた

だいております。 

 

予算書の９ページなんですけど、年々、この間、国保の加入人数、世帯につ

いては減ってきていると、傾向があったんですけど、人数については、５年度
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から６年度にかけて減っているんですけど、世帯数は増えている状況なんで

す。これはなんでこういうことになるのでしょうか。 

 

これにつきましては、令和５年度の世帯数を見込む中で、団塊の世代での大

きな異動というのが考えられるところでありましたので、そういった分も含め

まして、減少についてはちょっと大きめに見ておったんですが、実際に動きの

中で減少数が、世帯としての減少は少なかったということで、今年度の見込み

数については、こういった形になっているところでございます。 

 

あと、県全体の会計の中の、令和４年度決算で基金がどうなっているかとい

うのも教えてほしいんですけど。 

 

令和４年末での奈良県の国民健康保険特別会計での基金の残高というのは、

４０億８千円になっていると聞いております。 

 

あとですね、先日、厚生常任委員会のほうに資料として提出していただいて

たんですけど、収納率の関係ですね。もともと市の９７％で、町村が９９％や

った。２％なんで町村が多いのかということで私、この間、申しあげてきたん

ですけど、それについては県も若干改善をするということで、市の収納率につ

いてもいらってはったと思うんですけど、そこは県はどういうふうに考えてい

るのか、町のほうでつかんでいたら教えてほしいんですけど。 

 

令和６年度の保険料統一に合わせまして、市部の収納率の基準というのを９

７から９８％に引き上げられております。そういった中で、奈良市につきまし

ては、母数が一番多いということもございますので、９７％をスタートに、３

年程度を目安に９８まで引き上げる努力をしていただく中で、９８に揃えてい

くと、最終的には市町村、全市町村が同じ収納率になるように持っていきたい

という形で考えておられるということございます。 

 

分かりました。最終的にやっぱりきちんと同じにしてもらわないと、なぜそ

の町村だけ負担率が大きいのかというのは、問題だというふうに思いますの
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で、県としてはそれを改善していこうとしているということであれば、方向性

については理解しておきたいと思います。 

あとですね、今回につきましても、介護分では下がってきている影響が大き

いですけど、やはり医療分、後期分ですね、だから介護分がかからないところ

でいうと、結構負担がやっぱり大きくなってきているというふうに思うんで

す。県は統一保険料率にするということで、町もそれに合わせていくというこ

とでやってますけど、これまでにも申しあげてきましたように、やっぱり被保

険者で、給付費分を賄うような負担の重さだと、制度としても持続していかな

いでしょうし、被保険者としてももう負担が耐え切れないという状況が続くと

思うんです。 

町は独自にその保険料、うちでいうたら保険税率ですね、設定はできますけ

ど、やはりこれは県に合わせていくということで町は考えていく、今後も考え

ていくんでしょうか。 

 

これにつきましては、奈良県の運営方針というひとつの国保、法に基づいた

もので設定されていますので、これに従って斑鳩町側も進めていくということ

で考えております。 

 

以前、累積赤字があるときに、一般会計からの繰り上げを行ってきました

が、国のほうも、県のほうもそれはするなということで言ってきてますけど、

法律では禁止されてないわけですよね。やはり、被保険者の負担が高過ぎると

いうところは、どこかでやっぱり国、県、町、私は三者協力して、その負担を

低くするような支援をしていく必要があるというふうに考えますが、今後、町

として、以前のような形ではないにせよ、何らかのやっぱり一般会計からの繰

り入れをしていくというようなことを検討してほしいと思いますが、それにつ

いては今の時点ではどういうふうに考えておられますでしょうか。 

 

今現時点で申しあげますと、いわゆる大きな赤字を抱えておりましたが、３

年度４年度の決算の中で、大きく赤字を解消することができ、一定の解消のめ

どが立ったという考え方の中で、今、繰り入れのほうはなくなった、しておら

ない状態ですので、そういった収納努力などを続ける中で、いわゆる完全な解
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消を今現時点では目指していきたいと考えております。 

 

あとは、県のほうが保険者になってですね、統一するということで、料金と

減免制度についても統一されましたけど、やっぱり被保険者の負担を軽減して

いくと、もともと知事会のほうはですね、この国保制度についてはもう破綻し

ているということで、国からの財政導入を要望してきたという経緯はありまし

たけど、県として独自にそうした財政的な措置を行って、被保険者の負担を軽

減していくという考え方なんかというのは示されてないんでしょうかね。 

 

今、現時点で一般会計、奈良県の一般会計からの国民健康保険の特別会計に

ついては繰り入れをされております。それはご存じいただいているとおりでご

ざいますが、その制度が６年度から統一保険料でいく中で、その繰り入れにつ

いても、また状況を鑑みながら検討していくということも若干考えられている

ようでありますので、そういった部分でも、支援がまた今後考えられるところ

ではあるのではないかと考えております。 

 

一定、行っていただいているのかもしれませんけど、やっぱり被保険者の負

担がどんどん大きくなってきてますんで、私は、県だけじゃなくてですね、国

また町のほうでも、一般会計からの繰り入れも含めてですね、財政支援ができ

るような形を考えていっていただきたいなというふうに思います。 

やっぱり今回被保険者の負担増になりますんで、私としてはやっぱりこの会

計については賛成いたしかねますということを申しあげておきます。 

 

ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、国民健康保険事業特別会計予算に対する質疑を終結します。 

続きまして、議案第２４号 令和６年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算に

ついての審査を行います。 

理事者の説明を求めます。 栗本住民生活部長。 



 - 76 - 

 

住民生活

部長 

 

 

 

 

住民生活

部長 

 

 

 

 

住民生活

部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、議案第２４号 令和６年度 斑鳩町介護保険事業特別会計予算に

つきまして、ご説明申しあげます。 

まず、議案書の朗読をいたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

着座にて失礼いたします。 

それでは、特別会計予算書の３９ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読をいたします。 

 

（ 予算総則朗読 ） 

 

それでは、予算に関する説明書によりまして、予算の内容をご説明をいたし

ます。 

予算書の４６ページをお開きいただきたいと思います。 

はじめに、歳入予算につきまして、ご説明申しあげます。第１款 保険料で

あります。第１項 介護保険料では、第１目 第１号被保険者保険料で、新年

度は５億１，５１８万４千円を計上しております。前年度と比較して２４２万

３千円、０．５％の増となっております。６５歳以上の第１号被保険者に係る

保険料となっており、現年度保険料については、特別徴収分を９２．５％、普

通徴収分を７．５％として計上しております。 

次に、第２款 使用料及び手数料であります。第１項 手数料では、第１目 

督促手数料で、前年度と同額の３万円を計上しております。 

次に、第３款 国庫支出金であります。第１項 国庫負担金では、第１目 

介護給付費負担金で、新年度は４億４，９７５万８千円を計上しております。

前年度と比較して４４８万７千円、１．０％の増となっております。 

４８ページをお願いいたします。第２項 国庫補助金では、新年度は１億

５，３４３万８千円を計上しております。前年度と比較して２０７万７千円、

１．３％の減となっています。その内訳は、第１目 調整交付金で１億４２１

万６千円、第２目 総合事業調整交付金で３５７万５千円、第３目 地域支援
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事業交付金の包括的支援事業・任意事業分で２，４４８万２千円、第４目 地

域支援事業交付金の総合事業分で１，７０２万１千円、第５目 保険者機能強

化推進交付金で１７５万７千円、第６目 介護保険保険者努力支援交付金で２

３８万７千円を計上しています。 

次に、４８ページから５１ページの第４款 支払基金交付金であります。 

第１項 支払基金交付金で、新年度は６億９，２９３万４千円を計上してお

ります。前年度と比較して２０７万４千円、０．３％の増となっております。 

４０歳から６４歳までの第２号被保険者の保険料に相当するもので、その内

訳は、第１目 介護給付費交付金で６億６，９９５万５千円、第２目 地域支

援事業交付金で２，２９７万９千円を計上しております。 

次に、第５款 県支出金であります。第１項 県負担金では、第１目 介護

給付費負担金で、新年度は３億５，６６７万円を計上しております。前年度と

比較して９６万８千円、０．３％の減となっております。 

次に、第２項 県補助金では、新年度は２，２８８万円を計上しておりま

す。前年度と比較して５４万５千円、２．３％の減となっております。 

その内訳は、第１目 地域支援事業交付金の包括的支援事業・任意事業分で

１，２２４万１千円、第２目 地域支援事業交付金の総合事業分で１，０６３

万９千円を計上しております。 

５２ページをお願いします。次に、第６款 財産収入であります。第１項 

財産運用収入では、第１目 利子及び配当金で、新年度は、前年度と同額の１

５万８千円を計上しております。 

次に、第７款 寄附金であります。第１項 寄附金で、前年度と同額の千円

を計上しております。 

次に、５２ページから５５ページの第８款 繰入金であります。第１項 一

般会計繰入金では、新年度は４億５，１４１万１千円を計上しております。前

年度と比較して１，１３１万円、２．６％の増となっております。 

その内訳は、第１目 介護給付費繰入金で３億１，０１６万５千円、第２目 

地域支援事業費繰入金の包括的支援事業・任意事業分で１，３３６万１千円、

第３目 地域支援事業費繰入金の総合事業分で３，０２４万１千円、第４目 

地域支援事業費繰入金の高齢者保健事業と介護予防の一体的事業で１，００３

万３千円、５４ページにお移りいただきまして、第５目 その他一般会計繰入
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金で５，９３９万４千円、第６目 低所得者保険料軽減繰入金で２，８２１万

７千円を計上しております。また、第２項 基金繰入金では、第１目 介護保

険給付費準備基金繰入金で、前年度と同額の８千万円を計上しております。 

次に、第９款 繰越金であります。第１項 繰越金で、前年度と同額の１０

０万円を計上しております。令和５年度に還付、償還できない保険料につい

て、新年度に繰り越すものであります。 

次に、５４ページから５７ページの第１０款 諸収入であります。第１項 

延滞金加算金及び割引料では、前年度と同額の１万２千円を計上しておりま

す。その内訳は、第１目 過料で千円、第２目 第１号被保険者延滞金で１万

円、第３目 第１号被保険者加算金で千円を計上しております。 

５６ページ、第２項 雑入では、新年度は８２万４千円を計上しておりま

す。前年度と比較して９万６千円、１３．２％の増となっております。 

その内訳は、第１目 滞納処分費、第２目 弁償金、第３目 違約金及び延

納利息、第４目 第三者納付金、第５目 返納金で、それぞれ千円、第６目 

納付金で４万９千円、第７目 雑入で７７万円を計上しております。 

５８ページをお願いいたします。続きまして、歳出予算であります。第１款 

総務費であります。 

第１項 総務管理費では、第１目 一般管理費で、新年度は３，４５５万円

を計上しております。前年度と比較して４３５万５千円、１１．２％の減とな

っています。介護保険事務に関わる職員の人件費、国民健康保険団体連合会へ

の負担金などに係る費用等を計上しております。 

次に、第２項 徴収費では、第１目 賦課徴収費で、新年度は１８７万９千

円を計上しております。前年度と比較して３万円、１．６％の減となっていま

す。介護保険料の決定通知や納付書等の送付などに要する費用等となっており

ます。 

次に、６０ページをお願いいたします。第３項 介護認定審査会費では、第

１目 介護認定審査会費で、新年度は２，２６４万９千円を計上しておりま

す。前年度と比較して６１万３千円、２．８％の増となっております。 

次に、第４項 趣旨普及費では、第１目 趣旨普及費で、新年度は２０万４

千円を計上しております。 

次に、６０ページから６３ページの第５項 介護保険運営協議会費では、第



 - 79 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１目 介護保険運営協議会費で、新年度は８万円を計上しております。 

次に、第６項 地域包括支援センター運営協議会費では、第１目 地域包括

支援センター運営協議会費で、新年度は８万円を計上しております。 

次に、６２ページから６７ページの第２款 介護給付費であります。第１項 

介護サービス等諸費では、第１目 介護サービス等諸費で、新年度は２２億

７，０８０万円を計上しております。前年度と比較して２１８万５千円、０．

１％の減となっております。 

次に、第２項 介護予防サービス等諸費では、第１目 介護予防サービス等

諸費で、新年度は１億８０６万６千円を計上しています。前年度と比較して

１，７９１万５千円、１９．９％の増となっております。 

６４ページをお願いいたします。次に、第３項 その他諸費では、第１目 

審査支払手数料で、新年度は３５７万７千円を計上しております。前年度と比

較して２３万９千円、７．２％の増となっております。 

次に、第４項 高額サービス等費であります。第１目 高額サービス諸費

で、新年度は５，７８１万７千円を計上しております。前年度と比較して１万

１千円、０．０２％の増となっています。医療保険制度と同様に自己負担額

が、所得に応じた限度額を超えた場合に、その超過額について償還払いにより

給付するものでございます。 

次に、第５項 高額医療合算サービス等費では、第１目 高額医療合算サー

ビス諸費で、新年度は８３１万２千円を計上しております。前年度と比較して

９７万７千円、１０．５％の減となっております。介護保険と医療保険の両方

の自己負担額を年間で合算した額が、所得に応じた限度額を超えた場合に、そ

の超過額について償還払いにより給付するものでございます。 

次に、第６項 特定入所者介護サービス等費では、第１目 特定入所者介護

サービス等費で、新年度は３，２７４万１千円を計上しております。前年度と

比較して４１７万６千円、１１．３％の減となっております。施設に入所等さ

れている低所得者の方の居住費と食費について、一定額を超えた費用について

補足給付するものでございます。 

６６ページをお願いをいたします。次に、第７項 特別給付費では、第１目 

特別給付費で、新年度は１１１万７千円を計上しております。前年度と比較し

て６万８千円、５．７％の減となっております。この科目は、要支援・要介護
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者に対して、町独自で定める保険給付として実施するものでございます。 

次に、第３款 基金積立金であります。第１項 基金積立金では、第１目 

介護保険給付費準備基金積立金で、新年度は、前年度と同額の１５万８千円を

計上しております。介護保険給付費準備基金から生じる利子積立てとなってお

ります。 

次に、６６ページから７７ページの第４款 地域支援事業費であります。 

第１項 介護予防・生活支援サービス事業費では、第１目 介護予防・生活

支援サービス事業費で、新年度は７，７４５万６千円を計上しております。前

年度と比較して９７７万３千円、１４．４％の増であります。 

次に、第２目 介護予防ケアマネジメント費で、新年度は１，５６５万円を

計上しています。前年度と比較して１７８万９千円、１２．９％の増となって

おります。 

次に、６８ページから７１ページの、第２項 一般介護予防事業費では、第

１目 一般介護予防事業費で、新年度は２，２０５万８千円を計上しておりま

す。前年度と比較して３３万８千円、１．５％の減となっております。 

次に、７０ページから７７ページの第３項 包括的支援事業・任意事業費で

は、第１目 包括的支援事業費で、新年度は１，９５３万円を計上しておりま

す。前年度と比較して３９万５千円、２．１％の増となっております。包括支

援センター職員の人件費などに係る費用を計上しているところでございます。 

次に、７２ページをお願いいたします。第２目 任意事業費で、新年度は

１，１３３万円を計上しています。前年度と比較して４７万７千円、４．０％

の減となっています。配食サービス事業や緊急通報システム設置事業、介護給

付費等費用の適正化事業、家族介護用品支給事業などに係る費用を計上してい

ます。 

次に、第３目 在宅医療・介護連携推進事業費で、新年度は２３万５千円を

計上しています。前年度と比較して１３万５千円、３６．５％の減となってお

ります。在宅医療と介護の連携に関する研修会、生駒郡地域ケア会議の開催等

に係る費用を計上しております。 

次に、７２ページから７５ページの第４目 認知症総合支援事業費で、新年

度は３８０万４千円を計上しております。前年度と比較して１万７千円、０．

４％の増となっております。 
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次に、第５目 介護予防ケアマネジメント事業費で、新年度は１９５万２千

円を計上しています。前年度と比較して２２３万３千円、５３．４％の減とな

っております。地域包括支援センターにおいて、予防事業のための介護予防プ

ランを作成する職員の人件費であります。 

次に、第６目 総合相談事業費で、新年度は２万８千円を計上しておりま

す。前年度と比較して２千円、７．７％の増となっております。高齢者の総合

的な相談事業に係る費用であります。  

次に、７４ページから７７ページの第７目 権利擁護事業費で、新年度は、

８６７万７千円を計上しております。前年度と比較して１５４万２千円、２

１．６％の増となっております。地域包括支援センターにおいて、権利擁護に

関する業務を主に行う職員の人件費であります。 

次に、第８目 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費では、新年度は

１，１３５万４千円を計上しております。前年度と比較して４８万円、４．

４％の増となっております。地域包括支援センターにおいて、地域や関係機関

との連携や、個々の介護支援専門員に対する支援等を行う職員の人件費であり

ます。 

次に、第９目 生活支援体制整備事業費で、新年度では７８１万７千円を計

上しております。前年度と比較して８６万３千円、１０．０％の減となってい

ます。既存事業であります生活支援コーディネーターの配置業務等にかかる費

用と社会資源把握支援サービスにかかる費用であります。 

次に、第４項 その他諸費であります。第１目 審査支払手数料で、新年度

は３７万７千円を計上しております。前年度と比較して１万１千円、３．０％

の増となっております。 

次に、７８ページをお願いします。第５款 諸支出金であります。第１項 

償還金及び還付加算金で、新年度は、第１目 第１号被保険者保険料還付金で

１００万円、第２目 償還金、第３目 第１号被保険者還付加算金で、それぞ

れ１千円を計上しております。 

最後に、第６款 予備費では、前年度と同額の１００万円を計上しておりま

す。以上で、保険事業勘定のご説明とさせていただきます。 

続きまして、介護サービス事業勘定であります。９１ページをお願いいたし

ます。はじめに、歳入予算につきまして、ご説明を申しあげます。 
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木澤委員 

 

第１款 サービス収入であります。第１項 予防給付費収入では、第１目 

介護予防サービス計画費収入で、新年度は１，３３７万７千円を計上しており

ます。前年度と比較して１０万３千円、０．８％の減となっております。 

地域包括支援センターで作成する、介護予防サービス計画に対する収入とな

っております。 

次に、第２款 繰越金では、第１項 繰越金で、新年度は２５０万円を計上

しております。前年度と比較して１００万円、６６．７％の増となっておりま

す。 

次に、第３款 諸収入であります。第１項 雑入では、新年度は、第１目 

納付金で２万２千円、第２目 雑入で千円を計上しております。 

続きまして、歳出予算であります。９３ページをお願いをいたします。第１

款 総務費であります。第１項 総務管理費では、第１目 一般管理費で、新

年度は９１万５千円を計上しております。前年度と比較して８０万２千円の増

となっています。介護予防サービス計画を作成するための事務費であります。

新年度では、地域包括支援センターシステム使用料を計上しております。 

次に、第２款 サービス事業費であります。第１項 居宅サービス事業費で

は、第１目 居宅介護予防サービス事業費で、新年度では１，４８８万５千円

を計上しております。前年度と比較して９万８千円の増となっております。臨

時職員の報酬及び介護予防サービス計画策定業務の委託料などに係る費用を計

上しております。 

最後に、第３款 予備費では、第１項 予備費で、新年度は、前年度と同額

の１０万円を計上しております。 

以上で、議案第２４号 令和６年度 斑鳩町介護保険事業特別会計予算につ

いての説明とさせていただきます。よろしくご審議をいただきまして、原案ど

おり可決賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、介護保険事業特別会計予算について、質疑をお受

けします。 木澤委員。 

 

予算書の６５ページのところなんですけど、特定入所者介護サービス等費と

いうことで、入所されている方の食費等の負担の分をということで、説明でお
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っしゃっていたんですけど、ここの項目がどうこうというんじゃなくて、金額

的に見ると、入所者数がだんだん減ってきているのかなというふうに思うんで

す。これは、国のほうで介護度３以上でないと特養に入れないよとかいう基準

が設けられてしまったせいかなと思うんですけど、かつて特養に入れないとい

うことで、待機の方がいっぱいいらっしゃったと思うんですけど、今、状況と

してはどんなふうになっているんでしょうか。 

 

中原福祉課長。 

 

施設入所者に関係するご質問ですけれども、現在、特別養護老人ホームの待

機状況なんですが、斑鳩町の状況といたしましては、ここ、過去５年程度、ほ

ぼ同数３０人前後で推移して、町内の待機者数は変わっておりません。 

県内の特別養護老人ホームの待機状況といいますか、現在、県から配信され

ている情報によりますと、県下ではかなり特別養護老人ホームに空床が出てき

ております。 

この斑鳩町内でありますとか、この近隣では満床なんですけれども、やはり

ちょっと便利が悪いところの施設には空床が出てきておりまして、介護保険、

ご存じのように、斑鳩町の方は斑鳩町内だけではなく、全国の施設を利用でき

ることになりますので、今県下だけを見ても、供給量的には空き状況があると

いうことで、緊迫している、要介護３以上になったというところの、それより

も、どんどん、どんどんその状況が増えてきているので、どの市町村も地域包

括ケアシステムの構築を進めておりまして、できる限り在宅でというところの

方針がございますので、その辺が影響なのかなというふうには考えているとこ

ろでございます。 

 

近隣ではまだ空きがないということですけど、やっぱりたまに今でも、どっ

か入れる施設ないですかって町民さんに聞かれること多いんですね。近場を望

んではったらもう難しい話なんですけど、空きを紹介できるような状況があれ

ばやっていただいているかなとは思うんですけど、そもそも、在宅に切り替わ

っていくということで、介護度３以上じゃないと入れないということについて

は、いろいろ思いはあるんですけど、ただ入りたいと思っている人がやっぱり
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入って、利用いただけるような形にはしていってほしいなと思いますんで、ち

ょっとこの数字見て、今状況はどうなのかなと思いましたので、その辺につい

てはまた今後ともよろしくお願いします。 

あとですね、介護保険のほうも、今年度から来年度にかけて保険料の見直し

ということで、第９期の保険料率ですね、示されてますけど、それ見させてい

ただくと、基準額で引き下げになるということと、あともともと１３段階あっ

たのを１６段階にまで引き上げて、保険料設定していただいたということにつ

いては評価をさせていただいております。 

ちょっとお聞きしたいんですけど、第９期の計画をつくるのに、給付の見込

みというのは、どういう、増えているとは思うんですけど、どれぐらいの伸び

で見てはるんでしょう。 

 

今後、第９期、現在計画を立て、この３月議会に介護保険条例の保険料改定

を上げさせていただいておりますけれども、それのもととなる給付料です。今

後３年間、当然来年度２０２５年を迎えまして、団塊の世代の方が後期高齢者

になる。そこからその団塊の世代の方が１年１年、年をとっていくことになり

ますので、要介護になる確率というのが非常に増えてくることになります。 

当然そこにベースがございますので、給付は伸びていく状況です。数字を申

し上げさせていただきますと、標準給付費といたしまして、令和６年度が、約

で申しますけれども２４億７，６００万、令和７年度で２５億１，５００万、

令和８年度で２５億７，５００万円という形で伸びていくと推計しているとこ

ろでございます。 

 

計画としてのパーセンテージで比較すると出ますか。 

 

第８期との比較ということですかね。はい、少々お待ちください。約１０％

の伸び、８期と比べて１０％の伸びというところになります。 

 

この計画を立てるに当たって、国のほうから算定基準なんかも示されるんで

しょうけど、斑鳩町の伸びというんですかね、よそと比べてどうなのかという

のは、それはやっぱり、その町の特性も反映して計画をつくってはるんでしょ
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うけど、今回いろいろ聞かせていただくと、斑鳩町の保険料が近隣の中でもか

なり低い状況で、それについては、この間予防介護、だいぶ頑張っていただい

てきているんで、その影響が大きいのかなというふうに思うんですけど、そこ

のよそとの比較って難しいかもしれませんけど、そこはどう見たらいいでしょ

う。 

 

現段階でどちらの市町村もまだ決定はしておらないので、まだ具体的な数字

等を比較したものはないんですが、基本的には７町等で話し合い等は定期的に

行っておりますけれども、給付が伸びている状況は、この第９期に関しまして

は同じです。同じように伸びています。 

斑鳩町が安くなりましたのは、この８期、８期が見込みよりも伸びなかっ

た。結果として実績が低かったことなどで保険料が安いということでありまし

て、今後の伸びは、伸びていくと考えております。 

斑鳩町がこの８期で低い実績であったというところについてなんですけれど

も、そのまず、その評価といいますか、なぜこういうふうになったかというと

ころを検討したんですけれども、数字といたしまして、まず今委員がおっしゃ

いましたように、要支援者数が非常に増えている分というところ、ただ、そこ

増えているだけではなくて、要介護者が減っている。その辺を分析いたします

と、更新申請というのが、絶えず定期的にあるんですけれども、要支援の方が

要介護へ移っていない、重度化していないという実績が出てきまして、軽度の

うちに早く申請をしていただいて、軽度のうちに必要なサービスを提供するこ

とによって重度化を防いでいっている。その辺の結果が出てきたのかなという

ふうに考えております。 

 

職員の皆様の努力もあると思いますんで、高く評価をさせていただきたいと

思います。 

あと基金なんですけど、８期から９期に変わるにかけて、取り崩しをします

ということで、１２月議会でもおっしゃってましたけど、それは幾らあって、

幾ら崩して幾ら残るのかというのを教えてもらえますか。 

 

今回３月議会に上程させていただいている保険料設定につきまして、取り崩
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す、この３年間で取り崩す予定にしております基金につきましては２億８千万

円でございます。この令和５年度末の基金残高というのは、まだ見込みという

ところになりますけれども、見込みといたしまして約３億３千万円残ると見込

んでおりまして、２億８千万３年間で取り崩して、５千万残るという形になり

ます。 

 

ほかございませんか。伴委員。 

 

予算関係参考資料の資料２３の１３ページなんですが、これ、介護給付状

況、年度末というのを見せていただいて、各サービスいろいろあるんです。だ

いたい理解できますけど、居宅介護福祉用具購入だけがポンと数字が上がって

いるんですが、これなぜこないになっているのか教えてください。 

 

中原福祉課長。 

 

この令和６年度の数字につきましては、この現在の５年度の実績からそれぞ

れの科目へ数字を計上しておるところなんですけれども、この居宅介護福祉用

具購入費４３８万８千円と、令和５年度と比較しまして、大きくなってきてい

るところにつきましては、第９期の計画を立てるに当たりまして、やはり、こ

ちらのまず福祉用具につきましては、非常に介護予防を図る上で必要なものに

なってきますので、この辺の給付料を見込むことによって、この辺事業者さ

ん、ケアマネージャーさん等にも推奨していただいて、手すり等をつけていた

だくと、その辺のことも踏まえてこの金額を予算計上させていただいているん

ですけれども。 

 

よろしいですか、質問よろしいですか。今、手すりとか言った、これはイメ

ージからしたら下の１４ページの、予防住宅改修とか、こういうイメージがあ

りますけど、ちょっと見方が違うんでしょうかね。 

まあ言うたら、そういうとき、こう手すりつけたり、、予防はかってはるい

うのよく見せていただきますけど、ちょっとこれだけが、１３ページのそれだ

け、これ実際どんな用具が、まあ言うたら、ケアマネージャーさんから勧めら
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れているのか、ちょっと教えてください。 

 

すいません。間違ってましたので訂正させていただきます。手すりにつきま

しては、今、議員おっしゃられましたように、住宅改修費の対象になります。

こちらでは、例えば、腰掛便座でありますとか、入浴の補助用具等、特に入浴

の補助用具というのが非常に多く出ております。お風呂の中の湯舟、シャワー

チェア的なものですね。浴槽内であるとか、浴槽の外、それと浴槽のところに

取り付ける手すり等がこの入浴補助用具になります。 

また、最近腰掛便座、シャワー付きでありますとか、ちょっと高価なものも

出ておりまして、こちらのほうの需要も多く出ているので、その辺の最近の実

績から伸ばして、予算計上はさせていただいたところでございます。 

 

ほかございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、介護保険事業特別会計予算に対する質疑を終結します。 

続きまして、議案第２５号 令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算

についての審査を行います。 

理事者の説明を求めます。 栗本住民生活部長。 

 

それでは、議案第２５号 令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算に

つきまして、説明いたします。 

はじめに、議案書を朗読をいたします。 

 

（ 議案書朗読 ） 

 

それでは、特別会計予算書の９６ページをお開きいただきたいと思います。 

予算総則を朗読いたします。 

 

（ 予算総則朗読 ） 
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本特別会計の予算概要でありますが、歳入歳出それぞれ６億１千万円となっ

ております。前年度と比較して４，７８０万円、８．５％の増となっておりま

す。被保険者数の増等が本町特別会計予算の増加の主な要因となっているとこ

ろでございます。 

それでは、予算に関する説明書によりまして、予算の内容を説明申しあげま

す。予算書の１０２ページをお願いします。歳入予算につきまして、ご説明を

申しあげます。 

はじめに、第１款 後期高齢者医療保険料、第１項 後期高齢者医療保険料

であります。新年度は４億９，１２０万８千円を計上しております。前年度と

比較して３，９２１万４千円、８．７％の増となっております。 

その内訳は、第１目 特別徴収保険料で２億７，２３４万５千円、第２目 

普通徴収保険料で２億１，８８６万３千円となっております。後期高齢者医療

保険料の総額は、広域連合の見積もりによる額であり、おおむね２年ごとに財

政の均衡が保たれるよう設定されております。なお、令和６年度は保険料率の

改定が行われる予定となっております。 

次に、第２款 使用料及び手数料であります。第１項 手数料 第１目 督

促手数料で、保険料の督促事務に係る手数料として、新年度は、前年度と同額

の２万８千円を計上しております。 

次に、第３款 寄附金であります。第１項 寄附金 第１目 寄附金で、寄

附金があった場合の受け入れとして、前年度と同額の千円を計上しておりま

す。 

次に、第４款 繰入金であります。第１項 他会計繰入金 第１目 一般会

計繰入金で、新年度は１億１，７６９万３千円を計上しております。前年度と

比較して８５８万６千円、７．９％の増となっております。 

一般会計からの繰入金として、保険料の徴収や被保険者証の交付など、町が

取り扱う事務費繰入金５１９万７千円、また、広域連合の運営に係る事務費負

担金、低所得者の保険料軽減に伴う保険基盤安定負担金などの後期高齢者医療

広域連合納付金繰入金１億１，２４９万６千円を計上しております。 

次に、１０４ページ、第５款 繰越金であります。第１項 繰越金、第１目

繰越金で、前年度と同額の千円を計上しております。 
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次に、第６款 諸収入であります。第１項 延滞金、加算金及び過料では、

新年度は、前年度と同額の１万７千円を計上しております。その内訳は、第１

目 延滞金で１万６千円、第２目 過料で千円となっております。 

次に、第２項 償還金及び還付加算金では、転居や死亡などにより、前年度

までに納付された保険料に還付等が生じた場合、その相当額を広域連合から受

け入れるもので、前年度と同額の１０５万円を計上しております。 

その内訳は、第１目 保険料還付金で１００万円、第２目 還付加算金で５

万円となっております。 

次に、第３項 雑入では、前年度と同額の２千円を計上しております。その

内訳は、第１目 滞納処分費、第２目 雑入でそれぞれ千円となっておりま

す。 

続きまして、歳出予算についてでございます。１０６ページをお願いしま

す。第１款 総務費についてであります。第１項 総務管理費、第１目 一般

管理費では、新年度は２４５万９千円を計上しております。前年度と比較して

３２万９千円の増となっております。増の主な理由は、被保険者の増加に伴う

保険証郵送料などの増によるものであります。被保険者証の郵送などの資格管

理に係る事務費用であります。 

次に、第２項 徴収費、第１目 徴収費では、新年度は２４７万１千円を計

上しております。前年度と比較して１５万４千円の増となっております。被保

険者証の封入業務の委託料の増によるものでございます。後期高齢者医療保険

料の徴収管理に係る電算費用や納付書の作成費、郵送料などであります。 

次に、第２款 後期高齢者医療広域連合納付金であります。第１項 後期高

齢者医療広域連合納付金、第１目 後期高齢者医療広域連合納付金で、新年度

では６億３７２万円を計上しております。前年度と比較して４，７３１万７千

円、８．５％の増となっております。一般会計から繰り入れた広域連合の運営

に係る事務費負担金１，９５４万３千円、被保険者から納付される保険料相当

額４億９，１２２万４千円、保険基盤安定負担金９，２９５万３千円を広域連

合に納付するものとなっております。 

次に、１０８ページ、第３款 諸支出金であります。第１項 償還金及び還

付加算金、第１目 保険料還付金及び還付加算金で、前年度と同額の１０５万

円を計上しております。 



 - 90 - 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

木澤委員 

 

 

 

委員長 

 

国保医療

課長 

 

 

木澤委員 

 

 

国保医療

課長 

 

 

木澤委員 

 

 

 

 

最後に、第４款 予備費であります。前年度と同額の３０万円を計上してお

ります。 

以上で、議案第２５号 令和６年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算の説

明とさせていただきます。よろしくご審議を賜りまして、原案どおり可決いた

だきますよう、よろしくお願い申しあげます。 

 

説明が終わりましたので、後期高齢者医療特別会計予算について、質疑をお

受けします。 木澤委員。 

 

 この後期高齢者医療の保険料についても、業務５年から６，７年へと切り替

えの年になると思うんですが、改定率はどうなったでしょうか、教えてもらえ

ますか。 

  

 猪川国保医療課長。 

 

 令和６年度、７年度の保険料の改定率でございますが、令和４年度、５年度

の改定率と比べまして、一人当たりの保険料で７，１４２円の増加で、約９．

２％増加するということになっております。 

 

 すみません、今年度までが何パーいくらで、次、６，７年が所得割と均等割

と、どうなるか教えてもらえますか。 

 

 本来までが均等割で５０，５００円、所得割で９．９３％でございます。 

 ６年度、７年度につきましては、均等割が５１，４００円、所得割が１０．

５３％となっております。 

 

 これ、１２月議会でも質問させていただいたんですけど、令和４年度の決算

で広域連合の会計の基金が４２億円ほどあって、そういうお金があるんやった

ら取り崩して、保険料の引き上げ抑制に充ててほしいということで、町長のほ

うで広域連合議会に出席いただいているんで、意見を述べていただきたいとい

うことでお願いしてましたけど、町長それはいかがでしたでしょうか。 
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 中西町長。 

 

 広域連合のほうに行かせていただいて、その分のあの、お伝えはさせていた

だいているんですが、それについての回答等はいただいておりませんので、こ

の場で申しあげることがございません。 

 

 回答はなかったということですけれども、意見は述べていただいたというこ

とで、それについてはありがたいというふうに思ってます。ただまあ結果とし

して、こうして値上げになってしまってきているというのは非常に残念なんで

すが、もうひとつ聞きたいのは、今回、給付費の伸びからだけじゃなくて、国

の方でも子育て支援策の財源に充てるということで、後期高齢の方にも負担を

求めるということがあったと思うんですが、それはこの中でどういうふうに組

み込まれているのか、その点についても教えてもらえますか。 

 

 猪川国保医療課長。 

 

 今回の改正に伴いまして、出産育児支援金という名目で、それが導入された

ということでございます。一人当たり年間で６２９円を見込んで算定されてい

るということでございます。 

 

 こちらについても後期高齢者ということで、医療制度分けられてしまってで

すね、負担が求められてしまっていると、毎回値上げの時には反対させていた

だいてますんで、こちらについても残念ですが、今回も賛成できないというこ

とで意見を申しあげておきたいと思います。 

 

 ほかにございませんか。 小城委員。 

 

 １０７ページの一般管理費のところの１１番、通信運搬費で、保険証を送る

のに費用がかかってくるというところなんですけど、これって素朴な質問なん

ですけど、たぶん資格確認の時に必要な分なんかなと、高齢者の１割負担、２
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委員長 

割負担、３割負担の分かなって思うんですけど、これって保険証を送るしかな

いんですかね、どうしようもないんですか。システム的にどうにかできるとか

っていうのはないんですか。 

 

 猪川国保医療課長 

 

 後期高齢者の方も保険証というのをお持ちいただいております。そこに、保

険証の中に自己負担割合３割なり、２割なり、１割というのが表示されており

ますので、それを送らせていただくことで、現時点では病院で使っていただく

形にはなりますので、今後、マイナ保険証という形になってくれば、そちらの

方に移行するという形にはなってくるとは思います。 

 

 ほかにございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

これをもって、後期高齢者医療特別会計予算に対する質疑を終結します。 

以上で、住民生活部所管に係る予算審査を終わります。 

これをもって、本日の審査を終了します。 

明日、８日は午前９時から会議を開き、引き続き、本日の続きから審査する

こととしますので、定刻にご参集をお願いします。どうもお疲れさまでした。 

 

                    （ 午後３時４９分 終了 ） 

 


